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公
共
資
産
の
維
持
も
で
き
ず

で
試
み
た
デ
ラ
ソ
ン
は
承
認

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

パ
ロ
ッ
シ
被
告
は
１
７
年

７
月
に
、
パ
ラ
ナ
州
連
邦
地

裁
で
、
オ
デ
ブ
レ
ヒ
ト
社
か

ら
の
収
賄
と
資
金
洗
浄
の
罪

で
１
２
年
２
ヵ
月
と
２
０
日

の
実
刑
判
決
を
受
け
た
。
同

社
が
セ
ッ
テ
・
ブ
ラ
ジ
ル
や

バ
イ
ア
州
パ
ラ
グ
ア
ス
ー
の

エ
ン
セ
ア
ー
ダ
造
船
所
と
結

ん
だ
石
油
採
掘
船
建
設
契
約

に
伴
う
も
の
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
も
、
パ
ロ
ッ
シ
氏

は
パ
ラ
ナ
州
連
邦
地
裁
の
セ

ル
ジ
オ
・
モ
ロ
判
事
に
対
し

て
「
ル
ー
ラ
氏
は
自
身
の
任

期
が
終
わ
る
頃
か
ら
翌
年

（
２
０
１
０
年
後
半
〜
１
１

年
前
半
）
に
か
け
て
、
オ
デ

ブ
レ
ヒ
ト
社
と
血
の
契
り
を

交
わ
し
た
」
と
し
て
、
ル
ー

ラ
氏
が
同
社
か
ら
３
億
レ
ア

ル
の
収
賄
を
行
っ
た
疑
惑
な

ど
に
つ
い
て
語
っ
た
が
、
そ

れ
ら
は
報
奨
付
供
述
と
は
認

め
ら
れ
て
い
な
い
。

　

今
回
ま
と
ま
っ
た
報
奨
付

供
述
に
関
し
て
は
十
分
な
情

報
が
流
れ
て
お
ら
ず
、
取
調

　

国
庫
庁
発
表
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
２
０
１
７
年
の
伯
国
の
公
共
投
資
は
、
同

年
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
比
１
・１
７
％
の
７
６
９
億
レ
ア
ル
で
、
１
９
７
０

年
の
統
計
開
始
以
来
、
最
低
と
な
っ
た
と
、
２
７
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙
が
報
じ
た
。

な
い
」
と
語
り
、さ
ら
に
「
公

共
投
資
は
選
挙
年
に
増
え
る

の
で
、
今
年
の
公
共
投
資
額

は
昨
年
よ
り
は
ま
し
に
な
る

だ
ろ
う
が
、
投
資
切
り
詰
め

の
傾
向
は
変
わ
ら
な
い
だ
ろ

う
」
と
し
た
。

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
焦
げ
付
き

債
務
を
政
府
が
肩
代
わ
り

　

歳
出
上
限
法
の
存
在
や
、

社
会
保
障
制
度
改
革
の
失
敗

で
、
公
的
支
出
が
な
か
な
か

減
ら
な
い
。
政
府
は
今
年
の

財
政
目
標
を
、「
基
礎
的
収

支
赤
字
１
５
９
０
億
レ
以

内
」
と
、
大
幅
赤
字
を
前
提

に
し
て
お
り
、「
投
資
」
は
優

先
度
が
も
っ
と
も
低
い
。

　

そ
ん
な
中
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

と
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
が
伯
国
か

ら
の
借
金
を
返
せ
ず
、
連
邦

政
府
が
肩
代
わ
り
す
る
必
要

が
生
じ
て
い
る
。
両
国
の
債

務
不
履
行
分
は
、
財
務
省
管

轄
下
の
輸
出
保
障
基
金
（
Ｆ

Ｇ
Ｅ
）
か
ら
肩
代
わ
り
さ
れ

る
が
、
今
年
５
月
８
日
に
返

済
期
限
の
切
れ
る
負
債
は
総

　

２
６
日
午
前
、
聖
市
セ
ン

ト
ロ
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
（
Ｓ
Ｃ
）
で
人
質
騒
ぎ

が
起
こ
っ
た
。
Ｓ
Ｃ
内
の
店

に
勤
め
る
妻
と
そ
の
同
僚
の

仲
を
疑
っ
た
夫
が
、
ナ
イ
フ

を
持
っ
て
犯
行
に
及
ん
だ
の

だ
。
妻
と
も
う
一
人
の
店
員

を
人
質
に
と
り
、「
こ
こ
で

額
１
３
億
レ
。
こ
の
経
費
は

今
年
度
予
算
に
計
上
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
政
府
に
は
補

正
予
算
案
の
提
出
と
、
資
金

捻
出
の
た
め
の
支
出
削
減
が

要
求
さ
れ
る
。
支
出
削
減
の

対
象
は
議
員
割
当
金
と
見
ら

れ
、
議
会
側
の
抵
抗
が
予
想

さ
れ
て
い
る
。

１
９
７
０
年
来
で
最
低
比
率

べ
を
行
う
の
が
連
警
に
な
る

の
か
、
検
察
庁
に
な
る
の
か

も
決
ま
っ
て
い
な
い
。
司
法

取
引
の
成
立
と
取
調
べ
に
関

す
る
最
終
決
定
権
は
最
高
裁

が
担
っ
て
い
る
。

　

パ
ロ
ッ
シ
氏
の
供
述
は
、

ル
ー
ラ
氏
が
大
統
領
に
就

任
し
た
２
０
０
３
年
か
ら

２
０
１
５
年
あ
た
り
ま
で
の

Ｐ
Ｔ
政
権
に
ま
つ
わ
る
、
政

治
や
財
政
面
で
の
疑
惑
に
関

す
る
も
の
が
中
心
に
な
る
と

予
想
さ
れ
、
社
会
経
済
開
発

銀
行
（
Ｂ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
）
に
関

す
る
疑
惑
解
明
に
も
貢
献
す

る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

連
邦
警
察
で
は
、
Ｐ
Ｔ
が

ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
と
の
契
約
で

贈
収
賄
工
作
を
行
っ
た
際
、

仲
介
役
と
な
っ
た
企
業
が
存

在
す
る
の
か
、
あ
る
と
し
た

ら
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
行

動
し
た
の
か
も
知
り
た
が
っ

て
い
る
と
い
う
。

字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

パ
ロ
ッ
シ
被
告
の
名
前
は

オ
デ
ブ
レ
ヒ
ト
社
の
賄
賂
分

配
表
に
「
イ
タ
リ
ア
」
と

い
う
コ
ー
ド
ネ
ー
ム
で
記
さ

れ
て
お
り
、
１
６
年
９
月
の

ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
第

３
５
弾
で
、
収
賄
と
資
金
洗

浄
の
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
。

　

そ
の
頃
か
ら
同
氏
の
存
在

は
Ｐ
Ｔ
に
と
っ
て
爆
弾
と
な

り
か
ね
な
い
も
の
と
さ
れ
、

早
期
の
デ
ラ
ソ
ン
実
施
も
予

想
さ
れ
た
。
だ
が
、
１
６
年

９
月
に
連
邦
検
察
庁
と
の
間

　

労
働
者
党
（
Ｐ
Ｔ
）
政
権

の
中
核
的
人
物
で
、
ル
ー
ラ

政
権
で
は
財
相
、
ジ
ウ
マ
政

権
で
は
官
房
長
官
を
つ
と
め

た
ア
ン
ト
ニ
オ
・
パ
ロ
ッ
シ

被
告
が
２
６
日
、
パ
ラ
ナ
州

連
邦
警
察
と
の
間
で
報
奨
付

供
述
（
デ
ラ
ソ
ン
・
プ
レ
ミ

ア
ー
ダ
）
を
行
う
こ
と
で
正

式
に
合
意
し
た
。
正
式
な
司

法
取
引
成
立
に
は
最
高
裁
に

よ
る
承
認
が
必
要
だ
が
、
認

め
ら
れ
れ
ば
、
Ｐ
Ｔ
政
権
の

新
た
な
疑
惑
が
浮
上
す
る
可

能
性
も
あ
る
。
２
７
日
付
伯

最
高
裁
の
承
認
待
ち
取
引
成
立

Ｐ
Ｔ
に
と
っ
て
は
爆
弾
的
存
在

　
「
公
共
投
資
」
と
は
、
連

邦
政
府
と
２
６
の
州
政
府
、

連
邦
直
轄
区
、
５
千
を
超
え

る
市
と
い
う
、
全
て
の
自
治

体
の
投
資
額
を
合
算
し
た
も

の
だ
。

　

公
共
投
資
が
あ
ま
り
に
少

な
か
っ
た
た
め
、
自
治
体
は

道
路
や
建
築
物
な
ど
の
公

共
資
産
の
保
守
さ
え
、
満

足
に
行
え
な
か
っ
た
。
公
共

資
産
の
価
値
を
保
つ
た
め
に

必
要
な
最
低
の
投
資
額
に
も

３
６
５
億
レ
足
り
な
か
っ
た
。

こ
の
現
象
は
１
６
年
も
発
生

し
て
い
た
が
、
１
７
年
は
悪

化
し
て
い
る
。

　

１
９
７
０
年
か
ら
の
公
共

投
資
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
を
算

出
し
た
、
応
用
経
済
調
査
院

（
Ｉ
ｐ
ｅ
ａ
）
の
経
済
学
者

ロ
ド
リ
ゴ
・
オ
ラ
イ
ー
ル
氏

と
セ
ル
ジ
オ
・
ゴ
ベッ
チ
氏
に

よ
る
と
、
公
共
投
資
の
対
Ｇ

Ｄ
Ｐ
比
率
は
、
１
９
９
９
年

と
２
０
０
３
年
に
１
・
５
％

近
く
ま
で
下
降
し
た
こ
と
が

あ
る
が
、
そ
の
後
、
持
ち
直

し
た
と
い
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
２
０
１

０
年
に
２
・
８
％
を
記
録
し

た
後
は
、
１
４
年
に
１
回
上

昇
し
た
だ
け
で
、
下
が
り
続

け
て
い
る
。

　

統
計
開
始
の
１
９
７
０
年

は
こ
の
比
率
が
４
・
４
２
％

だ
っ
た
。
こ
の
年
は
後
に
「
奇

跡
の
経
済
成
長
」
と
評
さ
れ

る
１
０
年
間
の
初
期
だ
。

　

公
共
財
政
の
専
門
家
で
、

現
在
は
上
院
の
独
立
税
務
機

関
（
Ｉ
Ｆ
Ｉ
）
の
長
を
務
め

る
オ
ラ
イ
ー
ル
氏
は
、
本
来

な
ら
最
低
限
は
行
わ
れ
る
べ

き
公
共
投
資
が
行
わ
れ
て
い

な
い
現
状
を
傷
ん
だ
家
に
例

え
、
小
規
模
な
改
修
で
は
、

根
本
的
な
問
題
は
解
決
で
き

な
い
と
し
た
。
Ｉ
Ｆ
Ｉ
は
昨

年
の
報
告
書
で
、
１
７
年
の

公
共
投
資
は
過
去
２
０
年
で

最
低
水
準
に
な
る
だ
ろ
う
と

警
告
し
て
い
た
。

　

オ
ラ
イ
ー
ル
氏
は
、「
１
７

年
の
公
共
投
資
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

率
１
・
１
７
％
は
、
私
た
ち

が
昨
年
か
ら
指
摘
し
て
き
た

こ
と
が
統
計
に
出
た
に
す
ぎ

パ
ロ
ッ
シ
氏
が
収
監
さ
れ

て
い
る
ク
リ
チ
バ
の
連
邦

警
察
署
（André Richter/

Enviado Especial /Agência 
Brasil/EBC

）

エドゥアルド・グアルジア財相
（José Cruz / Agencia Brasil）

は
家
内
を
働
か
せ
な
い
！　

早
く
店
長
に
電
話
し
ろ
！　

店
中
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
し
て

や
る
！
」
と
叫
ん
だ
夫
は
、

数
時
間
後
に
警
察
に
投
降
し

た
。
動
機
の
稚
拙
さ
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
あ
っ
さ
り
釈

放
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に

も
呆
れ
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

Ｗ
杯
が
行
わ
れ
る
今
年
、

伯
国
サ
ッ
カ
ー
は
超
過
密
日

程
だ
。
Ｗ
杯
は
６
月
１
４
日

か
ら
７
月
１
５
日
ま
で
行
わ

れ
る
が
、
全
国
選
手
権
１
部

の
試
合
は
Ｗ
杯
開
幕
の
前
日

の
６
月
１
３
日
ま
で
行
わ
れ

る
し
、
Ｗ
杯
決
勝
の
翌
日
の

７
月
１
６
日
に
再
開
す
る
。

世
界
の
代
表
チ
ー
ム
は
５
月

２
０
日
前
後
に
は
集
合
義
務

が
発
生
す
る
の
で
、
伯
国

チ
ー
ム
所
属
選
手
は
、
も
し

Ｗ
杯
メ
ン
バ
ー
に
入
る
と
、

全
国
選
手
権
の
試
合
を
６
試

合
も
欠
場
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
各
チ
ー
ム
に
求
め
ら

れ
る
の
は
、
よ
り
質
の
高
い

選
手
を
集
め
る
よ
り
も
、
Ｗ

杯
に
呼
ば
れ
る
ほ
ど
で
は
な

い
、
〃
そ
こ
そ
こ
〃
の
選
手

を
集
め
る
こ
と
？

　
　
　
　
　

◎

　

聖
市
西
を
走
る
幹
線
道
路

マ
ル
ジ
ナ
ル
・
ピ
ニ
ェ
イ
ロ

ス
と
そ
の
脇
に
あ
る
サ
ン
パ

ウ
ロ
総
合
大
学
の
ボ
ー
ト
練

習
場
の
間
に
ガ
ラ
ス
の
壁
が

設
置
さ
れ
た
が
、
１
８
日
以

降
既
に
３
回
、
計
８
枚
が
壊

れ
て
し
ま
っ
た
。
も
と
も
と

あ
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁

が
劣
化
し
た
の
を
受
け
、
ガ

ラ
ス
の
壁
に
す
る
事
で
景
観

を
良
く
す
る
こ
と
を
狙
っ
た

の
だ
が
、
不
届
き
者
の
破
壊

行
為
だ
け
で
な
く
、
ト
ラ
ッ

ク
の
衝
撃
で
小
石
な
ど
が

チ
ッ
プ
し
て
ぶ
つ
か
っ
て
割

れ
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
に

戻
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
？

　

連
邦
警
察
は
２
６
日
、
児

童
虐
待
・
ポ
ル
ノ
摘
発
捜
査

第
２
弾
、「
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ

ン
ド
作
戦
２
」
を
決
行
。
幼

児
虐
待
、
ポ
ル
ノ
画
像
、
動

画
制
作
、そ
れ
ら
を
イ
ン
タ
ー

ペ
ル
ナ
ン
ブ
ッ
コ
、
マ
ラ
ニ
ョ

ン
、
ア
ク
レ
、
聖
州
の
７
州

で
、
年
齢
層
は
２
５
〜
４
９

歳
だ
っ
た
。

　

逮
捕
者
の
１
人
は
女
性

で
、
そ
の
他
に
も
子
供
を
対

象
と
す
る
非
政
府
団
体
（
Ｎ

Ｇ
Ｏ
）
に
務
め
る
教
師
や
、

季
節
が
来
れ
ば
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
に
扮
し
て
子
供
に
愛

想
を
振
り
ま
く
仕
事
を
し
て

い
た
男
性
も
い
た
。

　

同
作
戦
第
１
弾
は
昨
年
４

月
に
行
わ
れ
、
そ
の
時
の
逮

捕
者
は
２
１
人
だ
っ
た
。

　

連
警
は
そ
の
後
も
捜
査
を

続
け
、
小
児
性
愛
や
映
像
撮

影
に
直
接
関
係
し
た
容
疑
者

ら
に
た
ど
り
着
い
た
。「
捜
査

の
手
は
、
問
題
の
根
本
で
あ

る
、
小
児
虐
待
に
手
を
染
め

て
い
る
グ
ル
ー
プ
に
た
ど
り

着
い
た
」
と
は
連
警
の
総
合

統
括
ア
ン
ド
レ
イ
・
ロ
ド
リ

ゲ
ス
氏
の
言
葉
だ
。

　

マ
ル
セ
ロ
・
カ
ル
ヴ
ァ
ー

リ
ョ
警
部
に
よ
る
と
、
犯
罪

者
た
ち
が
標
的
に
し
て
い
た

の
は
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤

子
か
ら
１
３
歳
の
子
供
ま
で

だ
っ
た
が
、
実
際
に
身
体
的

接
触
を
し
た
の
は
５
〜
１
１

歳
児
だ
っ
た
と
い
う
。

　

連
警
は
、
普
通
の
ネ
ッ
ト

ユ
ー
ザ
ー
の
間
で
は
一
般
的

で
は
な
い
、
画
像
共
有
サ
イ

ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、
容
疑
者

を
割
り
出
し
た
。
警
察
に
よ

る
と
、
容
疑
者
た
ち
の
多
く

は
、
被
害
者
の
家
族
や
親
類

の
友
人
だ
っ
た
と
い
う
。

　

地
理
統
計
院
（
Ｉ
Ｂ
Ｇ

Ｅ
）
が
２
７
日
に
発
表
し

た
全
国
家
庭
サ
ン
プ
ル
調

査
（
Ｐ
ｎ
ａ
ｄ
）
に
よ
る

と
、
１
〜
３
月
の
３
カ
月
間

の
失
業
率
は
１
３
・
１
％
で
、

１
３
４
０
万
人
が
職
を
探
し

て
い
る
が
職
に
就
け
な
い
で

い
る
と
発
表
し
た
と
同
日
付

伯
字
紙
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

１
７
年
１
２
月
〜
今
年

２
月
の
３
カ
月
間
の
失
業

率
は
１
２
・
６
％
だ
っ
た
か

ら
、
０
・
５
％
ポ
イ
ン
ト
上

昇
し
た
。
１
７
年
１
１
月

〜
今
年
１
月
の
３
カ
月
間

は
１
２
・
２
％
で
、
１
７
年

１
２
月
ま
で
の
３
カ
月
間
の

１
１
・
８
％
以
来
、
失
業
率

は
徐
々
に
上
が
っ
て
い
る
。

　

１
３
・
１
％
と
い
う
数
字

は
１
７
年
１
月
〜
３
月
の

１
３
・
７
％
よ
り
小
さ
く
、

今
年
の
状
況
は
昨
年
よ
り
少

し
ま
し
だ
が
、
市
場
予
想
の

１
２
・９
％
は
上
回
っ
た
。

　

Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
に
よ
る
と
、
３

月
末
現
在
の
就
業
者
は
９
０

６
０
万
人
で
、
１
２
月
末
の

９
２
１
０
万
人
比
１
・
７
％

減
と
な
っ
た
。
３
月
末
の
数

字
は
、
１
７
年
７
月
末
現
在

の
就
業
者
数
と
同
じ
だ
。

　

も
う
一
つ
気
が
か
り
な
の

は
、
正
規
雇
用
者
数
が
１
２

月
末
の
時
点
よ
り
１
・
２
％

（
４
０
万
８
千
人
）
減
り
、

３
２
９
０
万
人
と
な
っ
た
事

だ
。
こ
の
数
は
、
２
０
１
２

年
の
統
計
開
始
以
来
、
最
低

だ
。
過
去
最
高
だ
っ
た
１
４

年
６
月
は
３
６
８
０
万
人
の

正
規
雇
用
者
が
い
た
。

　

非
正
規
雇
用
者
も
１
０
７

０
万
人
で
、
３
カ
月
前
よ
り

４
０
万
２
千
人
減
っ
た
。
非

正
規
雇
用
者
が
減
少
し
た

の
は
、
昨
年
３
月
以
降
で

は
初
め
て
だ
。
非
正
規
雇

用
者
は
１
年
間
で
５
・
２
％

（
５
３
万
３
千
人
）
増
え
た
。

　

３
月
末
現
在
の
自
営
業

者
は
２
３
０
０
万
人
で
、

１
７
年
末
現
在
と
ほ
ぼ
同
数

だ
。
昨
年
３
月
末
よ
り
は
、

　

ラ
ウ
ル
・
ジ
ュ
ン
グ
マ
ン
治

安
相
は
２
７
日
、
リ
オ
市
や

そ
の
大
都
市
圏
に
３
８
あ
る
、

軍
警
の
平
和
維
持
駐
留
部
隊

（
Ｕ
Ｐ
Ｐ
）
の
内
、
い
く
つ

か
は
閉
鎖
さ
れ
る
だ
ろ
う
と

語
っ
た
と
、
同
日
付
伯
字
サ

イ
ト
が
報
じ
た
。

　

Ｕ
Ｐ
Ｐ
は
フ
ァ
ヴ
ェ
ー
ラ

（
ス
ラ
ム
街
）
内
に
軍
警
が

２
４
時
間
体
制
で
常
駐
し
、

地
域
の
警
戒
に
あ
た
る
も
の
。

犯
罪
発
生
時
の
機
動
性
向
上

だ
け
で
な
く
、
犯
罪
抑
止
効

果
も
評
価
さ
れ
た
が
、
近
年

は
州
財
政
の
悪
化
で
、
装
備

ジュングマン治安相

や
設
備
の
劣
化
も
指
摘
さ
れ

て
い
た
。

　

ジ
ュ
ン
グ
マ
ン
治
安
相
は

「
Ｕ
Ｐ
Ｐ
は
拡
大
し
す
ぎ
て

全
て
を
維
持
す
る
こ
と
が
難

し
く
、
劣
化
ま
で
招
い
て
し

ま
っ
た
。
ま
た
、
Ｕ
Ｐ
Ｐ
は

警
察
活
動
を
通
し
て
、
治
安

改
善
や
治
安
維
持
を
目
指
す

計
画
の
一
環
だ
っ
た
が
、
州
政

府
は
地
域
の
医
療
や
教
育
も

同
時
に
進
展
さ
せ
る
べ
き
だ
っ

た
の
に
、
そ
れ
が
か
な
え
ら

れ
て
い
な
い
」
と
語
り
、
一
部

の
Ｕ
Ｐ
Ｐ
の
閉
鎖
も
含
む
再

編
成
の
正
当
性
を
訴
え
た
。

パ
ロ
ッ
シ
が
報
奨
付
供
述
へ

失
業
率
が
１
３
・１
％
に
上
昇

児
童
ポ
ル
ノ
摘
発
作
戦
決
行

全
７
州
で
１
３
人
を
逮
捕

一
部
Ｕ
Ｐ
Ｐ
の
閉
鎖
を
示
唆

「
人
員
物
資
を
集
中
さ
せ
る
」

母
の
日
や
恋
人
の
日
で
改
善
？

連 警

（２）２０１８年 第４９８７号 ４月 ２８日 （土曜日）

ＧＤＰ比で僅か１・１７％１７年
公共投資

ネ
ッ
ト
で
拡
散
し
た
容
疑
で
、

国
内
７
州
で
１
３
人
を
逮
捕

し
た
と
、
２
７
日
付
伯
字
各

紙
が
報
じ
た
。

　

逮
捕
者
が
出
た
の
は
リ

オ
、
ミ
ナ
ス
、
ゴ
イ
ア
ス
、

８
３
万
９
千
人
（
３
・
８
％
）

増
え
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
は
、
１
２
月
は

歳
末
商
戦
が
あ
り
、
例
年
、

一
時
雇
用
が
増
え
る
が
、
一

時
雇
用
者
が
解
雇
さ
れ
る
１

〜
３
月
は
失
業
者
が
増
え
る

と
説
明
し
て
い
る
。
大
中
規

模
の
企
業
で
は
今
年
も
、
採

用
よ
り
解
雇
の
方
が
多
い
状

態
が
続
い
て
い
る
と
い
う
。

　

季
節
的
要
因
と
い
う
意
味

で
は
、
今
年
の
母
の
日
商
戦

は
昨
年
よ
り
好
調
と
見
る
向

き
が
多
い
た
め
、
５
月
の
母

の
日
や
６
月
の
恋
人
の
日
を

前
に
し
た
需
要
の
高
ま
り
が

雇
用
を
促
進
す
る
と
期
待
す

る
声
も
出
て
い
る
よ
う
だ
。

　

ジ
ュ
ン
グ
マ
ン
治
安
相
は
、

「
一
部
の
Ｕ
Ｐ
Ｐ
は
も
う
そ

の
機
能
を
果
た
し
て
い
な
い
。

な
ら
ば
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
？　

そ
こ
を
閉
鎖
し
、
人

員
、
物
資
を
他
に
回
し
、
ま

だ
改
善
の
余
地
が
あ
る
と
こ

ろ
を
改
善
す
る
だ
け
だ
。
少

な
く
と
も
、
人
員
や
物
資
が

回
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
は
、
巡

回
パ
ト
ロ
ー
ル
の
頻
度
や
質

も
高
ま
る
」
と
続
け
た
。

　

同
治
安
相
は
、
機
能
不
全

に
陥
っ
た
Ｕ
Ｐ
Ｐ
の
人
員
や

物
資
を
再
編
成
す
る
事
で
、

フ
ァ
ヴ
ェ
ー
ラ
以
外
の
リ
オ
市

の
警
備
も
改
善
さ
れ
得
る
と

し
た
。
ま
た
、
正
常
に
機
能

し
て
い
る
Ｕ
Ｐ
Ｐ
は
継
続
す

る
意
向
を
表
明
し
た
。



　

平へ
い

成せ
い

２
０
（
２
０
０
８
）
年ね

ん

６
月が

つ

６
日か

、
衆

し
ゅ
う

参さ
ん

両り
ょ
う

議ぎ

院い
ん

に
お
い
て
、「
ア
イ
ヌ
民み

ん

族ぞ
く

を
先せ

ん

住じ
ゅ
う

民み
ん

族ぞ
く

と
す
る
こ
と
を
求も

と

め

る
決け

つ

議ぎ

」
が
全ぜ

ん

会か
い

一い
っ

致ち

で
可か

決け
つ

さ
れ
た
。
そ
れ
は
次つ

ぎ

の
よ
う

な
文ぶ

ん

章し
ょ
うか
ら
始は

じ

ま
る
。

　
昨さ

く

年ね
ん

９
月が

つ

、
国こ

く

連れ
ん

に
お
い
て
「
先せ

ん

住じ
ゅ
う

民み
ん

族ぞ
く

の
権け

ん

利り

に
関か

ん

す

る
国こ

く

際さ
い

連れ
ん

合ご
う

宣せ
ん

言げ
ん

」
が
我わ

が
国く

に

も
賛さ

ん

成せ
い

す
る
中な

か

で
採さ

い

択た
く

さ
れ

た
。
こ
れ
は
ア
イ
ヌ
民み

ん

族ぞ
く

の
長な

が

年ね
ん

の
悲ひ

願が
ん

を
映う

つ

し
た
も
の
で
あ

り
、
同ど

う

時じ

に
、
そ
の
趣し

ゅ

旨し

を
体て

い

し
て
具ぐ

体た
い

的て
き

な
行こ

う

動ど
う

を
と
る

ア
イ
ヌ
と
の

同ど
う

化か

・
融ゆ

う

和わ

・
共き

ょ
う

生せ
い

の
歴れ

き

史し

2010年
ねん

2月
がつ

14日
にち

版
ばん

こ
と
が
、
国こ

く

連れ
ん

人じ
ん

権け
ん

条じ
ょ
う

約や
く

監か
ん

視し

機き

関か
ん

か
ら
我わ

が
国く

に

に
求も

と

め
ら

れ
て
い
る
。

　
我わ

が
国く

に

が
近き

ん

代だ
い

化か

す
る
過か

程て
い

に
お
い
て
、
多た

数す
う

の
ア
イ
ヌ
の

人ひ
と

々び
と

が
、
法ほ

う

的て
き

に
は
等ひ

と

し
く
国こ

く

民み
ん

で
あ
り
な
が
ら
差さ

別べ
つ

さ
れ
、

貧ひ
ん

窮き
ゅ
うを

余よ

儀ぎ

な
く
さ
れ
た
と
い
う
歴れ

き

史し

事じ

実じ
つ

を
、
私わ

た
し

た
ち
は

厳げ
ん

粛し
ゅ
くに
受う

け
止と

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
「
国こ

く

際さ
い

連れ
ん

合ご
う

宣せ
ん

言げ
ん

」
で
は
、
第だ

い

２
８
条じ

ょ
うで
、
先せ

ん

住じ
ゅ
う

民み
ん

族ぞ
く

が
奪う

ば

わ
れ
た
土と

地ち

や
資し

源げ
ん

に
関か

ん

し
て
「
原げ

ん

状じ
ょ
う

回か
い

復ふ
く

」
ま
た

は
そ
れ
に
見み

合あ

っ
た
公こ

う

正せ
い

な
補ほ

償し
ょ
うを
与あ

た

え
る
こ
と
を
定さ

だ

め
て
い

る
。

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
開か

い

拓た
く

民み
ん

に
追お

わ
れ
た
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
開か

い

拓た
く

民み
ん

に
虐

ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

さ
れ
た
ア
ボ
リ
ジ
ニ

は
、
天て

ん

文も
ん

学が
く

的て
き

な
補ほ

償し
ょ
うを
受う

け
る
権け

ん

利り

を
有ゆ

う

す
る
わ
け
で
、

当と
う

然ぜ
ん

な
が
ら
、ア
メ
リ
カ
、カ
ナ
ダ
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
は
反は

ん

対た
い

し
た
。

　

我わ

が
国く

に

の
国こ

っ

会か
い

決け
つ

議ぎ

に
は
、
こ
れ
ら
の
白は

く

人じ
ん

開か
い

拓た
く

民み
ん

と
同ど

う

様よ
う

の
差さ

別べ
つ

行こ
う

為い

や
収

し
ゅ
う

奪だ
つ

行こ
う

為い

を
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
ア
イ
ヌ
人じ

ん

に
対た

い

し
て
な
し
た
と
い
う
前ぜ

ん

提て
い

が
あ
る
。
実じ

っ

際さ
い

に
、
こ
の
決け

つ

議ぎ

の
あ

と
、
旭

あ
さ
ひ

川か
わ

ア
イ
ヌ
協

き
ょ
う

議ぎ

会か
い

は
「
政せ

い

府ふ

と
天て

ん

皇の
う

の
謝し

ゃ

罪ざ
い

」「
土と

地ち

、
資し

源げ
ん

な
ど
を
奪う

ば
っ
た
こ
と
へ
の
５
兆

ち
ょ
う

円え
ん

賠ば
い

償し
ょ
う」
な
ど
を
要よ

う

求き
ゅ
うす
る
申も

う

し
入い

れ
書し

ょ

を
内な

い

閣か
く

官か
ん

房ぼ
う

ア
イ
ヌ
政せ

い

策さ
く

推す
い

進し
ん

室し
つ

に
提て

い

出し
ゅ
つし
て
い
る
。

　

今こ
ん

回か
い

は
「
多た

数す
う

の
ア
イ
ヌ
の
人ひ

と

々び
と

が
・
・
・
差さ

別べ
つ

さ
れ
、

貧ひ
ん

窮き
ゅ
うを
余よ

儀ぎ

な
く
さ
れ
た
と
い
う
歴れ

き

史し

事じ

実じ
つ

」
が
本ほ

ん

当と
う

に
あ
っ

た
の
か
、
史し

実じ
つ

を
辿た

ど
っ
て
み
た
い
。

　

か
つ
て
の
人じ

ん

類る
い

学が
く

で
は
、
毛け

深ぶ
か

い
な
ど
の
身し

ん

体た
い

的て
き

特と
く

徴ち
ょ
うか

ら
、
ア
イ
ヌ
人じ

ん

を
白は

く

人じ
ん

種し
ゅ

と
す
る
説せ

つ

も
あ
っ
た
が
、
現げ

ん

代だ
い

で
は

遺い

伝で
ん

子し

分ぶ
ん

析せ
き

な
ど
の
科か

学が
く

的て
き

な
手し

ゅ

法ほ
う

に
よ
っ
て
、
ア
イ
ヌ
人じ

ん

も

沖お
き

縄な
わ

人じ
ん

も
和わ

人じ
ん

と
同お

な

じ
起き

源げ
ん

で
あ
る
こ
と
が
明あ

き

ら
か
に
な
っ
て

い
る
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
か
つ
て
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

に
は
古こ

モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド

に
属ぞ

く

す
る
縄

じ
ょ
う

文も
ん

人じ
ん

が
住す

ん
で
い
た
が
、
ア
ジ
ア
大た

い

陸り
く

内な
い

部ぶ

で
寒か

ん

冷れ
い

適て
き

応お
う

し
た
新し

ん

モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
が
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

や
南な

ん

西せ
い

諸し
ょ

島と
う

を

経へ

て
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

に
入は

い

り
、
縄

じ
ょ
う

文も
ん

人じ
ん

と
混こ

ん

血け
つ

し
な
が
ら
弥や

よ

生い

文ぶ
ん

化か

を
発は

っ

展て
ん

さ
せ
、
和わ

人じ
ん

に
小

し
ょ
う

進し
ん

化か

し
た
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

東と
う

部ぶ

に
居き

ょ

住じ
ゅ
うし
て
い
た
縄

じ
ょ
う

文も
ん

人じ
ん

は
、
新し

ん

モ

ン
ゴ
ロ
イ
ド
と
混こ

ん

血け
つ

す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
多お

お

く
の
特と

く

徴ち
ょ
うを
残の

こ

し
て
い
る
。
こ
れ
が
ア
イ
ヌ
人じ

ん

で
あ
る
。［
１
，ｐ
１
０
７
］

　

言げ
ん

語ご

的て
き

に
も
、
か
つ
て
は
ア
イ
ヌ
語ご

は
現げ

ん

代だ
い

日に

本ほ
ん

語ご

と
は

ま
っ
た
く
別べ

つ

の
言げ

ん

語ご

で
あ
る
と
い
う
説せ

つ

が
広ひ

ろ

ま
っ
て
い
た
が
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
解か

い

析せ
き

に
よ
っ
て
、
ア
イ
ヌ
語ご

は
日に

本ほ
ん

語ご

に
最も

っ
と
も

近ち
か

い
言げ

ん

語ご

で
あ
る
と
い
う
報ほ

う

告こ
く

が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

梅う
め

原は
ら

猛た
け
しら
の
研け

ん

究き
ゅ
うに
よ
っ
て
も
『
古こ

事じ

記き

』
や
『
日に

本ほ
ん

書し
ょ

紀き

』『
万ま

ん

葉よ
う

集し
ゅ
う』
な
ど
に
見み

ら
れ
る
古ふ

る

い
和わ

語ご

に
ア
イ
ヌ
語ご

に

よ
っ
て
説せ

つ

明め
い

解か
い

釈し
ゃ
くで
き
る
言こ

と

葉ば

が
多お

お

く
あ
る
こ
と
が
明あ

き

ら
か
に

さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ア
イ
ヌ
語ご

も
日に

本ほ
ん

語ご

も
同お

な

じ
く

縄じ
ょ
う

文も
ん

語ご

を
起き

源げ
ん

と
し
つ
つ
、
そ
の
後ご

、
分ぶ

ん

化か

し
た
も
の
と
考

か
ん
が

え
ら
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
ア
イ
ヌ
人じ

ん

と
和わ

人じ
ん

は
も
と
は
同お

な

じ
縄

じ
ょ
う

文も
ん

人じ
ん

を

起き

源げ
ん

と
し
て
い
る
が
、
そ
の
歴れ

き

史し

の
過か

程て
い

で
や
や
異こ

と

な
る
発は

っ

展て
ん

を
し
て
き
た
。
そ
れ
は
「
血ち

の
繋つ

な

が
っ
た
い
と
こ
同ど

う

士し

」
と
で

も
言い

う
べ
き
関か

ん

係け
い

で
、
決け

っ

し
て
ア
メ
リ
カ
開か

い

拓た
く

民み
ん

と
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
の
よ
う
な
「
赤あ

か

の
他た

人に
ん

」
の
関か

ん

係け
い

で
は
な
い
。

　

ア
イ
ヌ
人じ

ん

と
和わ

人じ
ん

は
、
古ふ

る

く
か
ら
混こ

ん

住じ
ゅ
うし
、
盛さ

か

ん
に
交こ

う

易え
き

を
行お

こ
ない
な
が
ら
、
共

き
ょ
う

生せ
い

し
て
き
た
。『
宋そ

う

書し
ょ

』『
旧

き
ゅ
う

唐と
う

書し
ょ

』（
倭わ

国こ
く

日に

本ほ
ん

伝で
ん

）
な
ど
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
５
世せ

い

紀き

か
ら
７
世せ

い

紀き

の
歴れ

き

史し

書し
ょ

は
、

古ふ
る

く
か
ら
ア
イ
ヌ
人じ

ん

と
和わ

人じ
ん

が
混こ

ん

住じ
ゅ
うし
て
き
た
こ
と
を
伝つ

た

え
て

い
る
。『
日に

本ほ
ん

書し
ょ

紀き

』
の
斉せ

い

明め
い

天て
ん

皇の
う

３
（
６
５
７
）
年ね

ん

の
記き

載さ
い

か
ら
は
、
７
世せ

い

紀き

中な
か

ご
ろ
に
は
現げ

ん

在ざ
い

の
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

後し
り
べ

志し

（
小お

樽た
る

な
ど
を
含ふ

く

む
南な

ん

西せ
い

部ぶ

）
に
行

ぎ
ょ
う

政せ
い

府ふ

が
お
か
れ
、
盛さ

か

ん
に
交こ

う

易え
き

し
て
い
た
こ
と
が
窺う

か
が
え
る
。

　

函は
こ

館だ
て

市し

の
船ふ

な

霊だ
ま

神じ
ん

社じ
ゃ

の
創そ

う

立り
つ

は
保ほ

う

延え
ん

元が
ん

（
１
１
３
５
）

年ね
ん

で
あ
り
、
そ
の
他ほ

か

に
も
７
、８
百

ぴ
ゃ
く

年ね
ん

以い

上じ
ょ
うの
歴れ

き

史し

の
あ
る

神じ
ん

社じ
ゃ

が
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

沿え
ん

岸が
ん

部ぶ

に
は
複ふ

く

数す
う

あ
る
。
仏ぶ

つ

寺じ

も
永え

い

享き
ょ
う５

（
１
４
３
４
）
年ね

ん

、
函は

こ

館だ
て

市し

に
隣り

ん

接せ
つ

す
る
北ほ

く

斗と

市し

に
海か

い

渡と

山ざ
ん

阿あ

吽う
ん

寺じ

が
移い

入に
ゅ
う

建こ
ん

立り
ゅ
うさ
れ
た
の
が
最さ

い

初し
ょ

で
あ
る
。

　

康こ
う

正せ
い

２
（
１
４
５
６
）
年ね

ん

、
現げ

ん

在ざ
い

の
函は

こ

館だ
て

市し

に
あ
た
る
場ば

所し
ょ

で
、
ア
イ
ヌ
の
青せ

い

年ね
ん

が
和わ

人じ
ん

の
鍛か

冶じ

屋や

に
短た

ん

刀と
う

を
作つ

く

っ
て
も

ら
っ
た
が
、
値ね

段だ
ん

や
切き

れ
味あ

じ

の
問も

ん

題だ
い

で
言い

い
争あ

ら
そい
に
な
り
、
鍛か

冶じ

屋や

は
ア
イ
ヌ
の
若わ

か

者も
の

を
刺さ

し
殺こ

ろ

し
て
し
ま
っ
た
。こ
れ
を
き
っ

か
け
に
東と

う

部ぶ

の
首し

ゅ

領り
ょ
うコ
シ
ャ
マ
イ
ン
を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
ア
イ
ヌ
が
団だ

ん

結け
つ

し
、
戦せ

ん

端た
ん

が
開ひ

ら

か
れ
た
。
こ
れ
が
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
乱ら

ん

で
あ
る
。

１
．「
先せ

ん

住じ
ゅ
う

民み
ん

族ぞ
く

の
権け

ん

利り

に
関か

ん

す
る

         

国こ
く

際さ
い

連れ
ん

合ご
う

宣せ
ん

言げ
ん

」

　
こ
の
背は

い

景け
い

の
一ひ

と
つ
に
は
、
和わ

人じ
ん

と
ア
イ
ヌ
人じ

ん

が
大だ

い

規き

模ぼ

に
混こ

ん

住じ
ゅ
うし
、
経け

い

済ざ
い

的て
き

に
も
密み

っ

接せ
つ

な
繋つ

な

が
り
を
持も

っ
て
い
た
と
い
う
こ

と
が
あ
る
。
ア
イ
ヌ
青せ

い

年ね
ん

と
和わ

人じ
ん

の
鍛か

冶じ

屋や

が
取と

り

引ひ
き

を
巡め

ぐ
っ
て

争あ
ら
そい
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
自じ

体た
い

が
、
日に

ち

常じ
ょ
う

的て
き

な
つ
な
が
り
が

あ
っ
た
事こ

と

を
示し

め

し
て
い
る
。

　

ま
た
当と

う

時じ

、
和わ

人じ
ん

の
方ほ

う

で
も
複ふ

く

数す
う

の
勢せ

い

力り
ょ
くに
分ぶ

ん

裂れ
つ

し
て
、

交こ
う

易え
き

利り

権け
ん

を
争

あ
ら
そ
っ
て
い
た
。
乱ら

ん

の
後あ

と

、
松ま

つ

前ま
え

港こ
う

の
利り

益え
き

は
東と

う

西ざ
い

二ふ
た

人り

の
大だ

い

酋し
ゅ
う

長ち
ょ
うに
分ぶ

ん

配ぱ
い

さ
れ
、
和わ

人じ
ん

側が
わ

は
武た

け

田だ

信の
ぶ

広ひ
ろ

を
始し

祖そ

と
す
る
蠣か

き

崎ざ
き

氏し

が
、分ぶ

ん

裂れ
つ

し
て
い
た
和わ

人じ
ん

勢せ
い

力り
ょ
くを
統と

う

一い
つ
し
た
が
、

支し

配は
い

地ち

は
三さ

ん

分ぶ
ん

の
一い

ち
に
減へ

っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

　

ア
イ
ヌ
と
の
交こ

う

易え
き

を
一い

っ

本ぽ
ん

化か

し
た
蠣か

き

崎ざ
き

氏し

は
、
徳と

く

川が
わ

家い
え

康や
す

か

ら
一い

ち

万ま
ん

石ご
く

の
大だ

い

名み
ょ
うに
格か

く

付づ

け
さ
れ
、
姓せ

い

を
松ま

つ

前ま
え

に
改あ

ら
た
め
、
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

で
の
貿ぼ

う

易え
き

の
独ど

く

占せ
ん

権け
ん

を
与あ

た

え
ら
れ
た
。
一い

ち

万ま
ん

石ご
く

と
い
っ
て

も
、
米こ

め

は
取と

れ
な
い
の
で
、
家か

臣し
ん

に
は
知ち

行ぎ
ょ
う

地ち

の
か
わ
り
に
、

ア
イ
ヌ
と
の
交こ

う

易え
き

地ち

を
与あ

た

え
た
。
松ま

つ

前ま
え

藩は
ん

は
ア
イ
ヌ
を
支し

配は
い

し

た
わ
け
で
は
な
く
、
交こ

う

易え
き

を
通つ

う

じ
て
共

き
ょ
う

存ぞ
ん

し
て
い
た
。
ア
イ
ヌ

か
ら
の
毛け

皮が
わ

や
熊く

ま

の
胆き

も

な
ど
を
、
米こ

め

、
酒さ

け

、
茶ち

ゃ

、
菓か

子し

、
衣い

服ふ
く

、
日に

本ほ
ん

刀と
う

、
陶と

う

磁じ

器き

な
ど
の
内な

い

地ち

商し
ょ
う

品ひ
ん

と
交こ

う

換か
ん

し
て
い
た
。

　

和わ

人じ
ん

の
経け

い

済ざ
い

的て
き

影え
い

響き
ょ
う

力り
ょ
くが
強つ

よ

ま
る
な
か
で
、
和わ

人じ
ん

と
融ゆ

う

和わ

し
、
そ
の
文ぶ

ん

化か

を
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
取と

り
入い

れ
、
改か

い

革か
く

し
よ
う
と
す

る
沙さ

流る

川が
わ

流り
ゅ
う

域い
き

（
道ど

う

央お
う

南な
ん

部ぶ

）
の
大だ

い

酋し
ゅ
う

長ち
ょ
うオ
ニ
ビ
シ
と
、
こ

れ
に
反は

ん

対た
い

す
る
東と

う

方ほ
う

の
大だ

い

酋し
ゅ
う

長ち
ょ
うカ
モ
ク
タ
イ
ン
の
部ぶ

族ぞ
く

間か
ん

抗こ
う

争そ
う

が
起お

こ
っ
た
。
カ
モ
ク
タ
イ
ン
の
後こ

う

継け
い

者し
ゃ

シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
が

オ
ニ
ビ
シ
を
倒た

お

し
、
さ
ら
に
松ま

つ

前ま
え

藩は
ん

に
弓ゆ

み

を
引ひ

い
た
の
が
、
寛か

ん

文も
ん

９
（
１
６
６
９
）
年ね

ん

の「
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
蜂ほ

う

起き

」で
あ
る
。

　
こ
の
戦た

た
かい
に
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
側が

わ

が
破や

ぶ

れ
、
松ま

つ

前ま
え

藩は
ん

の
支し

配は
い

が
確か

く

立り
つ

し
て
、
各か

く

地ち

に
場ば

所し
ょ

請う
け

負お
い

制せ
い

が
敷し

か
れ
た
。
そ
し
て

松ま
つ

前ま
え

藩は
ん

や
そ
の
家け

来ら
い

た
ち
が
商

し
ょ
う

人に
ん

に
請う

け

負お
い

人に
ん

と
し
て
経け

い

営え
い

を

委い

託た
く

し
た
。
請う

け

負お
い

人に
ん

は
ア
イ
ヌ
人じ

ん

に
対た

い

し
て
過か

酷こ
く

な
搾さ

く

取し
ゅ

を

行お
こ
な
っ
た
が
、
藩は

ん

主し
ゅ

や
そ
の
家け

来ら
い

は
、
彼か

れ

ら
か
ら
多お

お

く
の
借

し
ゃ
く

財ざ
い

が
あ
っ
て
、
口く

ち

を
出だ

せ
な
か
っ
た
。

　

江え

戸ど

幕ば
く

府ふ

は
寛か

ん

政せ
い

１
１
（
１
７
９
９
）
年ね

ん

、
場ば

所し
ょ

請う
け

負お
い

人に
ん

の
横お

う

暴ぼ
う

を
断た

ち
、
過か

酷こ
く

な
ア
イ
ヌ
使し

役え
き

を
緩か

ん

和わ

し
よ
う

と
、
ア
イ
ヌ
と
の
直

ち
ょ
く

接せ
つ

交こ
う

易え
き

を
開か

い

始し

し
た
。
さ
ら
に
文ぶ

ん

化か

４
（
１
８
０
７
）
年ね

ん

、
蝦え

夷ぞ

地ち

全ぜ
ん

域い
き

を
直

ち
ょ
っ

轄か
つ

地ち

と
し
、
そ
の

後ご

、
松ま

つ

前ま
え

藩は
ん
へ
の
復ふ

く

領り
ょ
う、
再さ

い

度ど

の
直

ち
ょ
っ

轄か
つ

と
揺ゆ

れ
動う

ご

い
た
が
、
ア

イ
ヌ
保ほ

護ご

政せ
い

策さ
く

は
一い

っ

貫か
ん

し
て
い
た
。
直

ち
ょ
っ

轄か
つ

地ち

と
し
た
際さ

い

に
、
幕ば

く

府ふ

は
次つ

ぎ

の
よ
う
な
申

も
う
し

渡わ
た

し
を
請う

け

負お
い

人に
ん

と
ア
イ
ヌ
双そ

う

方ほ
う

に
出だ

し
て

い
る
。［
１
，ｐ
４
３
］

労ろ
う

働ど
う

政せ
い

策さ
く

：
　
ア
イ
ヌ
へ
の
適て

き

正せ
い

な
賃ち

ん

金ぎ
ん

支し

払は
ら

い
と
過か

酷こ
く

な
使し

役え
き

禁き
ん

止し

の
た
め
に
、
役や

く

人に
ん

に
監か

ん

督と
く

さ
せ
た
。

人じ
ん

口こ
う

維い

持じ

政せ
い

策さ
く

：
　
若わ

か

い
男だ

ん

女じ
ょ

に
結け

っ

婚こ
ん

を
奨

し
ょ
う

励れ
い

し
、
そ
の
た

め
に
酋

し
ゅ
う

長ち
ょ
うが
多お

お

く
の
妾め

か
けを
も
つ
こ
と
を
制せ

い

限げ
ん

し
た
。
ま
た
幼よ

う

児じ

の
保ほ

護ご

を
行お

こ
ない
、
医い

療り
ょ
う

施し

設せ
つ

を
設せ

っ

置ち

し
、
種し

ゅ

痘と
う

を
実じ

っ

施し

し
た
。

老ろ
う

幼よ
う

不ふ

具ぐ

者し
ゃ

の
困こ

ん

窮き
ゅ
うを
救す

く

い
、
家か

屋お
く

の
改か

い

善ぜ
ん

を
図は

か
っ
て
、
不ふ

衛え
い

生せ
い

な
生せ

い

活か
つ

を
改あ

ら
ため
さ
せ
た
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎

まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を
読

よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事
を紹

しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．「
血ち

の
繋つ

な

が
っ
た
い
と
こ
同ど

う

士し

」

（３） ２０１８年第４９８７号 	 ４月	２８日	（土曜日）

６
．一い

っ

視し

同ど
う

仁じ
ん

の
ア
イ
ヌ
保ほ

護ご

政せ
い

策さ
く

３
．
ア
イ
ヌ
人じ

ん

と
和わ

人じ
ん

の

        
混こ

ん

住じ
ゅ
う

と
経け

い

済ざ
い

的て
き

結む
す

び
つ
き

４
．
松ま

つ

前ま
え

藩は
ん

の
経け

い

済ざ
い

的て
き

支し

配は
い

アイヌ民
みん

族
ぞく

「
も
の
の
わ
か
っ
た
人ひ

と

は
、

　
　

私わ
た
し

た
ち
ア
イ
ヌ
を
本ほ

ん

当と
う

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
尊そ

ん

敬け
い

し
て
く
れ
ま
し
た
」

７
．「
ア
イ
ヌ
差さ

別べ
つ

」
の
実じ

っ

態た
い

同ど
う

化か

政せ
い

策さ
く

：
　
請う

け

負お
い

人に
ん

に
よ
っ
て
禁き

ん

じ
ら
れ
て
い
た
日に

本ほ
ん

語ご

の

使し

用よ
う

を
許き

ょ

可か

し
、
望の

ぞ

む
者も

の

に
は
文も

字じ

を
習な

ら

わ
せ
た
。
入い

れ
墨ず

み

や
耳み

み

輪わ

を
禁き

ん

じ
、
髭ひ

げ

を
剃そ

ら
せ
髪か

み

を
結ゆ

わ
せ
る
な
ど
の
教

き
ょ
う

導ど
う

に
努つ

と

め
た
。

　

特と
く

に
ア
イ
ヌ
習

し
ゅ
う

俗ぞ
く

を
改あ

ら
た
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
古こ

来ら
い

か

ら
の
風ふ

う

習し
ゅ
うを
改あ

ら
た
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、
に
わ
か
に
信し

ん

服ぷ
く

す
る
は

ず
も
な
く
、
ま
ず
衣い

食し
ょ
く

住じ
ゅ
うの
生せ

い

活か
つ

に
便べ

ん

利り

な
る
こ
と
を
明あ

き

ら

か
に
し
、
内な

い

地ち

か
ら
移い

住じ
ゅ
うし
た
農の

う

民み
ん

共ど
も

の
生せ

い

活か
つ

を
標

ひ
ょ
う

準じ
ゅ
んに
、

追お
い

々お
い

馴な

染じ

ま
せ
る
よ
う
に
仕し

向む

け
、
御お

趣し
ゅ

意い

柄え

を
会え

得と
く

し
た

ア
イ
ヌ
か
ら
漸ぜ

ん

次じ

に
改か

い

俗ぞ
く

さ
せ
る
よ
う
取と

り

計は
か

ら
う
こ
と
」と
し
、

強き
ょ
う

制せ
い

し
な
い
方ほ

う

針し
ん

を
明あ

き

ら
か
に
し
て
い
る
。

　

明め
い

治じ

に
な
っ
て
か
ら
も
、
ア
イ
ヌ
保ほ

護ご

政せ
い

策さ
く

は
新し

ん

政せ
い

府ふ

に
引ひ

き
継つ

が
れ
た
。
明め

い

治じ

１
１
（
１
８
７
８
）
年ね

ん

８
月が

つ

、
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

の
ア
イ
ヌ
部ぶ

落ら
く

を
訪お

と
ず
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
女じ

ょ

流り
ゅ
う

探た
ん

検け
ん

家か

イ
ザ
ベ

ラ
・
バ
ー
ド
は
、
政せ

い

府ふ

の
ア
イ
ヌ
行

ぎ
ょ
う

政せ
い

に
つ
い
て
、
こ
う
記し

る

し

て
い
る
。［
１
，ｐ
１
７
６
］

　
開か

い

拓た
く

使し

庁ち
ょ
うが
彼か

れ

ら
に
好こ

う

意い

を
持も

っ
て
お
り
、
ア
イ
ヌ
人じ

ん

を
被ひ

征せ
い

服ふ
く

民み
ん

族ぞ
く

と
し
て
の
圧あ

っ

迫ぱ
く

的て
き

な
束そ

く

縛ば
く

か
ら
解か

い

放ほ
う

し
、
さ
ら
に

彼か
れ

ら
を
人じ

ん

道ど
う

的て
き

に
正せ

い

当と
う

に
取と

り
扱

あ
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
は
、
た
と
え

ば
ア
メ
リ
カ
政せ

い

府ふ

が
北ほ

く

米べ
い

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
を
取と

り
扱

あ
つ
か
っ
て
い
る

よ
り
も
は
る
か
に
ま
さ
る
。

　

し
か
し
、
貨か

幣へ
い

経け
い

済ざ
い

や
定て

い

住じ
ゅ
う

生せ
い

活か
つ

に
慣な

れ
な
い
ア
イ
ヌ
人じ

ん

も
多お

お

く
、
明め

い

治じ

２
４
（
１
８
９
１
）
年ね

ん

、
道ど

う

庁ち
ょ
うが
農の

う

業ぎ
ょ
う

指し

導ど
う

を
廃は

い

止し

す
る
と
、
与あ

た

え
ら
れ
た
耕こ

う

作さ
く

地ち

を
酒さ

け

１
本ぽ

ん

と
交こ

う

換か
ん

し
て
放ほ

う

浪ろ
う

生せ
い

活か
つ

に
戻も

ど

る
者も

の

も
現あ

ら
われ
た
。

　

こ
う
し
た
ア
イ
ヌ
の
窮

き
ゅ
う

状じ
ょ
うを
救す

く

う
目も

く

的て
き

で
、
明め

い

治じ

３
２

（
１
８
９
９
）
年ね

ん

に
制せ

い

定て
い

さ
れ
た
の
が
「
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

旧き
ゅ
う

土ど

人じ
ん

保ほ

護ご

法ほ
う

」
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
自じ

身し
ん

も
国こ

っ

会か
い

に
代だ

い

表ひ
ょ
うを
送お

く
っ
て
、
成せ

い

立り
つ

に
向む

け
た
陳ち

ん

情じ
ょ
うを
行

お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
内な

い

容よ
う

は
、
農の

う

業ぎ
ょ
うを
志し

望ぼ
う

す
る
ア
イ
ヌ
に
は
一い

っ

戸こ

に
つ
き
、

土と

地ち

１
万ま

ん

５
千せ

ん

坪つ
ぼ

を
無む

償し
ょ
うで
与あ

た

え
、
さ
ら
に
貧ひ

ん

窮き
ゅ
う

者し
ゃ

に
は
農の

う

具ぐ

と
種し

ゅ

子し

を
給

き
ゅ
う

付ふ

す
る
、
集

し
ゅ
う

落ら
く

の
あ
る
場ば

所し
ょ

に
は
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

を

設せ
っ

置ち

し
、
貧ひ

ん

困こ
ん

者し
ゃ

の
子し

弟て
い

に
は
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
う

料り
ょ
うを
支し

給き
ゅ
うす
る
、
と
い
っ

た
手て

厚あ
つ

い
内な

い

容よ
う

だ
っ
た
。
保ほ

護ご

法ほ
う

の
提て

い

案あ
ん

説せ
つ

明め
い

に
は
、
次つ

ぎ

の
よ

う
な
一い

っ

節せ
つ

が
あ
っ
た
。

　
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

の
旧

き
ゅ
う

土ど

人じ
ん

即す
な
わち
ア
イ
ヌ
は
、
同お

な

じ
く
帝て

い

国こ
く

の
臣し

ん

民み
ん

で
あ
り
な
が
ら
、
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

の
開ひ

ら

く
る
に
従し

た
がつ
て
、
内な

い

地ち

の
営え

い

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

が
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

の
土と

地ち

に
向む

か
つ
て
事じ

業ぎ
ょ
うを
進す

す

む
る
に
従し

た
がひ
、

旧き
ゅ
う

土ど

人じ
ん

は
優ゆ

う

勝し
ょ
う

劣れ
っ

敗ぱ
い

の
結け

っ

果か

段だ
ん

々だ
ん

と
圧あ

っ

迫ぱ
く

せ
ら
れ
て
、・
・
・

同お
な

じ
く
帝て

い

国こ
く

臣し
ん

民み
ん

た
る
も
の
が
、
斯か

く

の
如ご

と

き
困こ

ん

難な
ん

に
陥お

ち
い
ら
し

む
る
の
は
、
即す

な
わ
ち
一い

っ

視し

同ど
う

仁じ
ん

（
す
べ
て
の
人ひ

と

を
平

び
ょ
う

等ど
う

に
見み

て
仁じ

ん

愛あ
い

を
施ほ

ど
こ
す
こ
と
）
の
聖せ

い

旨し

（
天て

ん

皇の
う

の
思

お
ぼ
し

召め

し
）
に
副そ

わ
な
い

次し

第だ
い

と
云い

う
所と

こ
ろよ
り
し
て
、
此こ

の
法ほ

う

律り
つ

を
制せ

い

定て
い

し
て
旧

き
ゅ
う

土ど

人じ
ん

ア
イ
ヌ
も
其そ

の

所と
こ
ろを
得え

る
様よ

う

に
致い

た

し
度た

い
と
云い

う
に
、
外ほ

か

な
ら
ぬ

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
所と

こ
ろを
得え

る
」
と
は
、
明め

い

治じ

元が
ん

（
１
８
６
８
）
年ね

ん

に
出だ

さ
れ

た
「
国こ

く

威い

宣せ
ん

布ぷ

ノ
宸し

ん

翰か
ん

（
天て

ん

皇の
う

自じ

身し
ん

が
書か

か
れ
た
文ぶ

ん

書し
ょ

）」
に

も
ま
た
そ
の
一ひ

とつ
で
あ
っ
た
。

　
「
我わ

が
国く

に

は
遠と

お

く
建け

ん

国こ
く

の
昔む

か
しか
ら
、『
同ど

う

化か

・
融ゆ

う

和わ

・
共

き
ょ
う

生せ
い

』

を
繰く

り
返か

え

し
な
が
ら
国こ

っ

家か

を
形け

い

成せ
い

し
、
そ
し
て
日に

本ほ
ん

民み
ん

族ぞ
く

を

形か
た
ち

作づ
く

っ
て
き
ま
し
た
」
と
は
、
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

比ぴ
っ

布ぷ

神じ
ん

社じ
ゃ

宮ぐ
う

司じ

の
鎌か

ま

田た

告つ
げ

人ひ
と

に
よ
る
［
１
］
の
前ま

え

書が

き
の
一い

っ

節せ
つ

で
あ
る
。

８
．『
同ど

う

化か

・
融ゆ

う

和わ

・
共き

ょ
う生せ
い

』
の
歴れ

き

史し

　
こ
う
し
た
我わ

が
先せ

ん

人じ
ん

た
ち

の
理り

想そ
う

と
そ
れ
に
向む

け
た
努ど

力り
ょ
くの
足そ

く

跡せ
き

を
偲し

の

ん
で
み
る
の

も
、「
建け

ん

国こ
く

記き

念ね
ん

の
日ひ

」
に
ふ

さ
わ
し
い
こ
と
だ
ろ
う
。

　
　
　
（
文ぶ

ん

責せ
き

：
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】（
１
）
的ま

と

場ば

光み
つ

昭あ
き

『「
ア
イ
ヌ
先せ

ん

住じ
ゅ
う

民み
ん

族ぞ
く

」

そ
の
真し

ん

実じ
つ

―
疑ぎ

問も
ん

だ
ら
け
の

国こ
っ

会か
い

決け
つ

議ぎ

と
歴れ

き

史し

の
捏ね

つ

造ぞ
う

』、

展て
ん

転て
ん

社し
ゃ

、
平へ

い

成せ
い

２
１
年ね

ん

５
．
幕ば

く

府ふ

の
ア
イ
ヌ
保ほ

護ご

政せ
い

策さ
く

あ
る
「
天て

ん

下か

億お
く

兆ち
ょ
う

一ひ
と

人り

も
其そ

の

所と
こ
ろを
得え

ざ
る
と
き
は
皆み

な

朕ち
ん

が
罪つ

み

な
れ
ば
」（
国こ

く

民み
ん

の
一ひ

と

人り

で
も
そ
の
所と

こ
ろ
を
得え

な
い
よ
う
な
事こ

と

が

あ
れ
ば
、
そ
れ
は
天て

ん

皇の
う

で
あ
る
私わ

た
しの
罪つ

み

で
あ
る
か
ら
）
と
い
う

一い
っ

節せ
つ

に
拠よ

っ
て
い
る
。

　

現げ
ん

代だ
い

で
は
、
こ
の
「
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

旧き
ゅ
う

土ど

人じ
ん

保ほ

護ご

法ほ
う

」
も
ア
イ
ヌ

差さ

別べ
つ

だ
と
非ひ

難な
ん

す
る
声こ

え

が
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
旧

き
ゅ
う

土ど

人じ
ん

」
と

い
う
名め

い

称し
ょ
うか
ら
し
て
差さ

別べ
つ

だ
と
い
う
。
し
か
し
明め

い

治じ

・
大た

い

正
し
ょ
う

く
ら
い
ま
で
「
土ど

人じ
ん

」
と
は
「
地じ

元も
と

民み
ん

」
と
い
う
ほ
ど
の
意い

味み

で
使つ

か

わ
れ
て
い
た
。そ
し
て
現げ

ん

地ち

の
和わ

人じ
ん

を「
土ど

人じ
ん

」と
呼よ

び
、

そ
れ
以い

前ぜ
ん

か
ら
住す

ん
で
い
た
地じ

元も
と

民み
ん

と
い
う
意い

味み

で
、「
旧

き
ゅ
う

土ど

人じ
ん

」
と
呼よ

ん
だ
の
で
あ
る
。

　

ま
た
「
与あ

た

え
ら
れ
た
土と

地ち

は
悪わ

る

い
土と

地ち

ば
か
り
だ
っ
た
」
と

い
う
批ひ

判は
ん

も
あ
る
が
、
多お

お

く
の
ア
イ
ヌ
は
与あ

た

え
ら
れ
た
土と

地ち

を

和わ

人じ
ん

の
入

に
ゅ
う

植し
ょ
く

者し
ゃ

に
貸か

し
て
小こ

作さ
く

料り
ょ
うを
と
っ
て
い
た
。
と
す
る
な

ら
、
和わ

人じ
ん

の
小こ

作さ
く

人に
ん

の
方ほ

う

が
さ
ら
に
差さ

別べ
つ

さ
れ
て
い
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
明め

い

治じ

政せ
い

府ふ

は
ア
イ
ヌ
の
子こ

供ど
も

た
ち
を
東と

う

京き
ょ
うに
強

き
ょ
う

制せ
い

移い

住じ
ゅ
うさ
せ
た
、
と
主し

ゅ

張ち
ょ
うす
る
人ひ

と

も
い
る
が
、
こ
れ
は
開か

い

拓た
く

使し

が
見み

込こ

み
の
あ
り
そ
う
な
ア
イ
ヌ
の
青せ

い

少し
ょ
う

年ね
ん

３
５
名め

い

を
東と

う

京
き
ょ
う

の
開か

い

拓た
く

使し

仮か
り

学が
っ

校こ
う

に
就

し
ゅ
う

学が
く

さ
せ
た
こ
と
を
指さ

し
て
い
る
。
開か

い

拓た
く

史し

の
役や

く

人に
ん

が
両

り
ょ
う

親し
ん

を
説せ

っ

得と
く

し
、
就

し
ゅ
う

学が
く

す
る
者も

の

に
は
給

き
ゅ
う

与よ

ま
で

与あ
た

え
て
送お

く

り
出だ

し
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
も
「
強

き
ょ
う

制せ
い

移い

住じ
ゅ
う」
と

呼よ

ぶ
の
は
、
為た

め

に
す
る
非ひ

難な
ん

で
あ
る
。

　

明め
い

治じ

・
大た

い

正し
ょ
う・
昭

し
ょ
う

和わ

を
生い

き
抜ぬ

い
た
ア
イ
ヌ
女じ

ょ

性せ
い

砂す
な

沢さ
わ

ク

ラ
さ
ん
の
口こ

う

述じ
ゅ
つ

記き

に
は
、
次つ

ぎ

の
よ
う
な
一い

ち

文ぶ
ん

が
あ
る
。［
１
，

ｐ
２
４
］

　
私わ

た
しは
、
こ
れ
ま
で
何な

ん

度ど

か
「
ア
イ
ヌ
」
と
言い

わ
れ
て
い
じ
め

ら
れ
ま
し
た
が
、
い
じ
わ
る
を
す
る
人ひ

と

は
ど
う
い
う
わ
け
か
教

き
ょ
う

育い
く

も
ろ
く
に
受う

け
ら
れ
ず
、
下し

た

働ば
た
らき
の
よ
う
な
仕し

事ご
と

を
さ
せ
ら

れ
て
い
る
人ひ

と

た
ち
ば
か
り
で
し
た
。・
・
・
学が

っ

校こ
う

の
先せ

ん

生せ
い

と
か

医い

者し
ゃ

な
ど
教

き
ょ
う

育い
く

を
受う

け
た
人ひ

と

、
も
の
の
わ
か
っ
た
人ひ

と

は
、
私わ

た
した

ち
ア
イ
ヌ
を
本ほ

ん

当と
う

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
尊そ

ん

敬け
い

し
て
く
れ
ま
し
た
。

山や
ま

の
中な

か

で
働は

た
らい
て
い
る
営え

い

林り
ん

署し
ょ

の
人ひ

と

、
発は

つ

電で
ん

所じ
ょ

の
人ひ

と

、
炭た

ん

鉱こ
う

の
人ひ

と

も
少す

こ

し
も
威い

張ば

ら
ず
、
私わ

た
し
た
ち
を
大だ

い

事じ

に
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
こ
う
し
た
明め

い

治じ

政せ
い

府ふ

の
政せ

い

策さ
く

や
良

り
ょ
う

識し
き

あ
る
国こ

く

民み
ん

の
態た

い

度ど

を

見み

る
と
、
後あ

と

に
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

や
台た

い

湾わ
ん

で
実じ

っ

行こ
う

さ
れ
た
近き

ん

代だ
い

化か

政せ
い

策さ
く

と

良よ

く
似に

て
い
る
こ
と
に
気き

づ
く
。
そ
れ
は
、
す
べ
て
の
国こ

く

民み
ん

を

平び
ょ
う

等ど
う

に
愛あ

い

す
る
と
い
う
「
一い

っ

視し

同ど
う

仁じ
ん

」
の
精せ

い

神し
ん

を
新あ

ら

た
に
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

と
な
っ
た
ア
イ
ヌ
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

、
台た

い

湾わ
ん

の
人ひ

と

々び
と

に
も
及お

よ

ぼ
そ

う
、
と
い
う
考か

ん
が
え
方か

た

で
あ
る
。

　

も
と
よ
り
、
歴れ

き

史し

、
文ぶ

ん

化か

、
言げ

ん

語ご

の
違ち

が

い
な
ど
に
よ
り
、

民み
ん

衆し
ゅ
うレ
ベ
ル
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
差さ

別べ
つ

も
あ
っ
た
ろ
う
が
、「
一い

っ

視し

同ど
う

仁じ
ん

」
の
理り

想そ
う

の
も
と
に
、
そ
れ
ら
を
克こ

く

服ふ
く

し
て
い
こ
う
と
い

う
意い

思し

が
、
政せ

い

府ふ

に
も
良

り
ょ
う

識し
き

あ
る
国こ

く

民み
ん

に
も
あ
っ
た
。

　
『
古こ

事じ

記き

』『
日に

本ほ
ん

書し
ょ

紀き

』
に
は
、
出い

ず

雲も

、
熊く

ま

襲そ

、
安あ

曇ず
み

、

粛み
し

慎は
せ

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
部ぶ

族ぞ
く

、
民み

ん

族ぞ
く

が
大や

和ま
と

朝ち
ょ
う

廷て
い

に
融ゆ

う

和わ

・同ど
う

化か

し
て
い
っ
た
過か

程て
い

が
描え

が

か
れ
て
い
る
。
蝦え

夷ぞ（
ア
イ
ヌ
）



12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12



12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12



123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678
123456789012345678

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12



　

眞ま

子こ

さ
ま
ご
来ら

い

伯は
く

に
コ
ロ

ニ
ア
で
期き

待た
い

が
高た

か

ま
っ
て
い

る
。
今い

ま

の
と
こ
ろ
、
ご
訪ほ

う

問も
ん

の
可か

能の
う

性せ
い

が
さ
さ
や
か
れ
て

い
る
の
は
、首し

ゅ

都と

ブ
ラ
ジ
リ
ア
、

パ
ラ
ナ
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
、
リ

オ
、マ
ナ
ウ
ス
あ
た
り
の
よ
う
。

も
ち
ろ
ん
発は

っ

表ぴ
ょ
うは
ま
だ
先さ

き

な

　

秋あ
き

篠し
の
の

宮み
や

同ど
う

妃ひ

両り
ょ
う

殿で
ん

下か

の
ご
長

ち
ょ
う

女じ
ょ

・
眞ま

子こ

さ
ま
が
、
７
月が

つ

中ち
ゅ
う

旬じ
ゅ
んか
ら
約や

く

２
週

し
ゅ
う

間か
ん

か
け
て
ブ
ラ
ジ
ル
公こ

う

式し
き

訪ほ
う

問も
ん

を
検

け
ん
と

討う

し
て
い
る
と
宮く

内な
い

庁ち
ょ
うが
２
７
日に

ち

に
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た
と
し
て
、
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

や
毎ま

い

日に
ち

新し
ん

聞ぶ
ん

な
ど
複ふ

く

数す
う

の
日に

本ほ
ん

メ
デ
ィ
ア
が
報ほ

う

じ
て
い

る
。
眞ま

子こ

さ
ま
の
海か

い

外が
い

公こ
う

式し
き

訪ほ
う

問も
ん

は
、
昨さ

く

年ね
ん

の
ブ
ー
タ
ン
王お

う

国こ
く

に
続つ

づ

く
４
回か

い

目め

。
今こ

ん

回か
い

、
ご
滞た

い

在ざ
い

予よ

定て
い

が
約や

く

２
週

し
ゅ
う

間か
ん

と

い
う
こ
と
が
新あ

ら

た
に
明あ

き

ら
か
と
な
り
、
全ぜ

ん

伯ぱ
く

各か
く

地ち

か
ら
眞ま

子こ

さ
ま
の
お
立た

ち
寄よ

り
を
期き

待た
い

す
る
声こ

え

が
相あ

い

次つ

い
で
い
る
。

の
で
、
本ほ

ん

当と
う

の
と
こ
ろ
は
不ふ

明め
い

。「
２
週

し
ゅ
う

間か
ん

」
と
い
っ
て
も
、

往お
う

復ふ
く

だ
け
で
３
日か

間か
ん

も
か
か

る
の
で
、
実じ

っ

質し
つ

は
１
０
日か

間か
ん

て
い
ど
か
。
も
し
５
カ
所し

ょ

も

回ま
わ

ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
な
り
に
強

き
ょ
う

行こ
う

軍ぐ
ん

に
な
る
か

も
。
で
き
る
だ
け
多お

お

く
の
日に

っ

系け
い

の
若わ

か

者も
の

に
歓か

ん

迎げ
い

準じ
ゅ
ん

備び

に
参さ

ん

加か

し
て
も
ら
い
、
各か

く

地ち

の
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

活か
っ

性せ
い

化か

の
起き

爆ば
く

剤ざ
い

に

し
た
い
と
こ
ろ
だ
。

頂い
た
だけ
る
の
で
は
」
と
期き

待た
い

を

語か
た
っ
た
。

　

ノ
ロ
エ
ス
テ
連れ

ん

合ご
う

日に
っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

協き
ょ
う

会か
い

の
安や

す

永な
が

信し
ん

一い
ち

会か
い

長ち
ょ
うも

「
そ
れ
を
聞き

い
て
安あ

ん

堵ど

し
ま

し
た
」
と
喜よ

ろ
こ
び
を
表あ

ら

わ
し
た
。

聖せ
い

州し
ゅ
う

奥お
く

地ち

へ
の
皇こ

う

族ぞ
く

ご
訪ほ

う

問も
ん

は
、
移い

民み
ん

５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
三み

笠
か
さ
の

宮み
や

同ど
う

妃ひ

両り
ょ
う

殿で
ん

下か

の
お
立た

ち
寄よ

り
以い

来ら
い

で
、
実じ

つ

現げ
ん

す
れ
ば
実じ

つ

に
６
０
年ね

ん

振ぶ

り
。

　

７
月が

つ

２
１
日に

ち

の
県け

ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
内な

い

で
の
移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

の
翌よ

く

２
２
日に

ち

に
、

プ
ロ
ミ
ッ
ソ
ン
で
は
入

に
ゅ
う

植し
ょ
く

百
ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

祭さ
い

が
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。
他ほ

か

よ
り
い
ち
早は

や

く
準

じ
ゅ
ん

備び

を
行

お
こ
な

っ

て
き
た
同ど

う

地ち

で
は
、
当と

う

日じ
つ

の

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
既す

で

に
決け

っ

定て
い

し
て

い
る
。

　
「
眞ま

子こ

さ
ま
に
ご
出

し
ゅ
っ

席せ
き

頂い
た
だけ

れ
ば
、
そ
の
時じ

間か
ん

に
合あ

わ
せ

て
式し

き

典て
ん

を
開か

い

催さ
い

す
る
。
お
よ

そ
一い

ち

時じ

間か
ん

半は
ん

ほ
ど
を
想そ

う

定て
い

し
、

要よ
う

人じ
ん

の
挨あ

い

拶さ
つ

か
ら
記き

念ね
ん

塔と
う

除じ
ょ

幕ま
く

ま
で
時じ

間か
ん

を
全す

べ

て
計け

い

算さ
ん

し
、

計け
い

画か
く

を
煮に

詰つ

め
て
い
る
」
と

語か
た

り
、
万ば

ん

全ぜ
ん

の
準

じ
ゅ
ん

備び

が
整と

と
の
い

そ
う
だ
。

　

リ
オ
州

し
ゅ
う

日に
っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

体た
い

育い
く

連れ
ん

盟め
い

の
鹿し

か

田だ

明あ
き

義よ
し

理り

事じ

長ち
ょ
うは
、

外が
い

交こ
う

樹じ
ゅ

立り
つ

１
２
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の

１
５
年ね

ん

に
秋あ

き

篠し
の
の

宮み
や

同ど
う

妃ひ

両
り
ょ
う

殿で
ん

下か

が
お
立た

ち
寄よ

り
に
な
っ

た
際さ

い

、
会か

い

館か
ん

で
歓か

ん

迎げ
い

式し
き

を
行

お
こ
な

っ
た
こ
と
に
触ふ

れ
、「
カ
イ
ピ

リ
ー
ニ
ャ
を
お
召め

し
に
な
り
、

サ
ン
バ
の
ス
テ
ッ
プ
を
笑え

顔が
お

で
踏ふ

ま
れ
る
場ば

面め
ん

も
あ
っ
た
」

と
懐な

つ

か
し
ん
だ
。

　
「
皇こ

う

族ぞ
く

が
ブ
ラ
ジ
ル
を
ご
訪ほ

う

問も
ん

さ
れ
る
際さ

い

は
、
必か

な
ら
ず
リ
オ

に
お
立た

ち
寄よ

り
頂い

た
だい
て
い
る
。

こ
の
度た

び

も
ぜ
ひ
来き

て
頂い

た
だ
き
た

い
」
と
語か

た

り
、
歓か

ん

迎げ
い

式し
き

準じ
ゅ
ん

備び

に
向む

け
て
調

ち
ょ
う

整せ
い

を
進す

す

め
て
い

く
と
意い

気き

込ご

ん
だ
。

　

先せ
ん

月げ
つ

、
首し

ゅ

都と

ブ
ラ
ジ
リ
ア

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
皇こ

う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

の
歓か

ん

迎げ
い

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で

の
ご
接せ

っ

見け
ん

に
際さ

い

し
て
、
移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
皇こ

う

族ぞ
く

ご
訪ほ

う

問も
ん

を
懇こ

ん

願が
ん

し
て
い
た
パ
ラ
ナ
州

し
ゅ
う

日に
ち

伯は
く

連れ
ん

合ご
う

会か
い

の
上か

み

口ぐ
ち

寛ひ
ろ
し

会か
い

長ち
ょ
うも
「
大た

い

変へ
ん

素す

晴ば

ら
し
い
」

と
喜よ

ろ
こ

び
の
一ひ

と

言こ
と

。
い
ち
早は

や

く

眞ま

子こ

さ
ま
ご
訪ほ

う

問も
ん

を
想そ

う

定て
い

し

　

ブ
ラ
ジ
ル
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
永な

が

山や
ま

八は
ち

郎ろ
う

会か
い

長ち
ょ
う

）
は
「
喜き

多た

方か
た

ラ
ー
メ
ン
祭ま

つ

り
」
を

２
２
日に

ち

、
聖せ

い

市し

の
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

館か
ん

で
開か

い

催さ
い

し
た
。
７
月が

つ

の
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
で
も
ラ
ー
メ
ン
を
提て

い

供き
ょ
うす
る
予よ

定て
い

で
、
今こ

ん

回か
い

を
踏ふ

ま
え
て
、
味あ

じ

の
調

ち
ょ
う

整せ
い

や
調

ち
ょ
う

理り

の
段だ

ん

取ど

り
を
す
る
。

　

札さ
っ

幌ぽ
ろ

、
博は

か

多た

と
並な

ら

ん
で
日に

本ほ
ん

三さ
ん

大だ
い

ラ
ー
メ
ン
に
数か

ぞ

え
ら

れ
る
醤

し
ょ
う

油ゆ

味あ
じ

が
特と

く

徴ち
ょ
うの
喜き

多た

方か
た

ラ
ー
メ
ン
。
今こ

ん

回か
い

は
地じ

元も
と

企き

業ぎ
ょ
う、
五い

十が
ら

嵐し

製せ
い

麺め
ん

の
袋ふ

く
ろ

ラ

ー
メ
ン
「
平ひ

ら

打う

ち
ち
ぢ
れ
極ご

く

太ぶ
と

麺め
ん　

喜き

多た

方か
た

こ
っ
て
り
醤

し
ょ
う

油ゆ

味あ
じ

」
を
提て

い

供き
ょ
う。
粉ふ

ん

末ま
つ

ス
ー

プ
に
骨ほ

ね

と
肉に

く

を
２
時じ

間か
ん

煮に

込こ

ん
だ
鶏と

り

が
ら
出だ

汁し

を
加く

わ

え
、

特と
く

製せ
い

チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
、
メ
ン

マ
、
ナ
ル
ト
、
ネ
ギ
を
添そ

え

る
工く

夫ふ
う

が
凝こ

ら
さ
れ
た
。

　

市し

内な
い

の
ほ
と
ん
ど
の
ラ
ー

メ
ン
店て

ん

を
回ま

わ

っ
た
と
い
う

た
旅り

ょ

程て
い

を
組く

ん
で
お
り
、
来ら

い

月げ
つ

１
日た

ち

に
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
木き

村む
ら

元は
じ
め

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

と
の
会か

い

合ご
う

で
、

最さ
い

終し
ゅ
う

的て
き

な
旅り

ょ

程て
い

を
確か

く

定て
い

さ
せ

る
見み

通と
お

し
だ
と
い
う
。

　

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州し

ゅ
うマ
ナ
ウ
ス
市し

の
西せ

い

部ぶ

ア
マ
ゾ
ン
連れ

ん

合ご
う

会か
い

の

錦に
し
き

戸ど

健け
ん

会か
い

長ち
ょ
うは
「
秋あ

き

篠し
の
の

宮み
や

殿で
ん

下か

は
、
礼

あ
や
の

宮み
や

さ
ま
時じ

代だ
い

の

８
８
年ね

ん

に
マ
ナ
ウ
ス
に
立た

ち

寄よ

ら
れ
た
」
と
懐か

い

古こ

。
生せ

い

物ぶ
つ

学が
く

に
関か

ん

心し
ん

の
あ
る
殿で

ん

下か

は
、

ア
マ
ゾ
ン
自し

然ぜ
ん

科か

学が
く

博は
く

物ぶ
つ

館か
ん

の
落ら

く

成せ
い

式し
き

に
ご
臨り

ん

席せ
き

さ
れ
、

淡た
ん

水す
い

魚ぎ
ょ

に
特と

く

に
関か

ん

心し
ん

を
示し

め

さ

れ
た
と
い
う
。

　
こ
れ
ま
で
パ
ラ
ー
州し

ゅ
うベ
レ
ン

吉よ
し

田だ

章あ
き

則の
り

さ
ん
（
４
５
、
埼さ

い

玉た
ま

）
は
、「
麺め

ん

と
ス
ー
プ
、

そ
れ
と
メ
ン
マ
が
お
い
し

い
」と
評ひ

ょ
う

し
た
。
一い

っ

方ぽ
う

で「
チ

ャ
ー
シ
ュ
ー
が
固か

た

い
。
改か

い

善ぜ
ん

さ
れ
た
ら
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
で
も
ま

た
食た

べ
た
い
」
と
話は

な

し
た
。

　

ラ
ー
メ
ン
祭ま

つ

り
の
開か

い

催さ
い

に

併あ
わ

せ
て
、
五い

十が
ら

嵐し

製せ
い

麺め
ん

の
武む

藤と
う

啓け
い

一い
ち

さ
ん
が
来ら

い

伯は
く

。
チ
ャ

ー
シ
ュ
ー
の
煮に

る
時じ

間か
ん

、
一い

ち

度ど

に
煮に

る
量り

ょ
う

、
紐ひ

も

の
縛し

ば

り
方か

た

　

聖せ
い

州し
ゅ
うリ
ベ
イ
ロ
ン
・
ピ
ー
レ

ス
市し

な
ど
が
主し

ゅ

催さ
い

す
る
『
第だ

い

２
６
回か

い

全ぜ
ん

伯ぱ
く

虚き
ょ

子し

忌き

俳は
い

句く

大た
い

会か
い

』
が
２
１
日に

ち

に
行お

こ
な

わ
れ
た
。

４
４
人に

ん

の
俳は

い

句く

愛あ
い

好こ
う

家か

が
集あ

つ

ま
り
、
一い

ち
に
ち日
を
楽た

の

し
ん
だ
。

　
「
虚き

ょ

子し

忌き

」「
新し

ん

豆と
う

腐ふ

」「
ク

ア
レ
ズ
マ
」「
夜よ

寒さ
む

」「
秋あ

き

の

山や
ま

」
の
５
つ
の
兼け

ん

題だ
い

で
投と

う

句く

さ
れ
、
５
人に

ん

の
選せ

ん

者じ
ゃ

が
特と

く

選せ
ん

、
次じ

点て
ん

を
選せ

ん

考こ
う

。
参さ

ん

加か

者し
ゃ

全ぜ
ん

員い
ん

で
優ゆ

う

秀し
ゅ
う

作さ
く

品ひ
ん

の
互ご

選せ
ん

を
行お

こ

な
っ
た
。

　

今こ
ん

回か
い

は
西に

し

山や
ま

ひ
ろ
子こ

さ
ん

（
２
３
点て

ん

）
が
優ゆ

う

勝し
ょ
う。
以い

下か

順じ
ゅ
ん

番ば
ん

に
、
西に

し

森も
り

ゆ
り
え
さ
ん

（
１
７
点て

ん

）、
西に

し

谷た
に

律り
つ

子こ

さ
ん

（
１
６
点て

ん

）、
林は

や
し

と
み
代よ

さ

ん
、
中ち

ゅ

馬う
ま

和か
ず

子こ

さ
ん
（
１
４

点て
ん

）、
三み

輪わ

遊ゆ
う

さ
ん
（
１
２

点て
ん

）、串く
し

間ま

い
つ
え
さ
ん（
１
０

点て
ん

）、
武た

け

田だ

知と
も

子こ

さ
ん
、
西に

し

川か
わ

あ
け
み
さ
ん
、
村む

ら

上か
み

士し

郎ろ
う

さ
ん
、
村む

ら

中な
か

大だ
い

樹じ
ゅ

さ
ん
（
９

点て
ん

）。
１
～
５
位い

ま
で
の
入

に
ゅ
う

賞し
ょ
う

者し
ゃ

に
は
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
贈お

く

ら
れ
た
。

　

中ち
ゅ

馬う
ま

さ
ん
（
６
９
、
鹿か

児ご

島し
ま

）
は
「
秋あ

き

日び

に
恵め

ぐ

ま
れ
和わ

気き

藹あ
い
あ
い々

と
し
た
雰ふ

ん

囲い

気き

で
行お

こ

な
わ
れ
た
。
若わ

か

い
人ひ

と

の
参さ

ん

加か

も
あ
り
活か

っ

気き

が
あ
っ
た
」
と

大た
い

会か
い

を
振ふ

り
返か

え

っ
た
。

　

特と
く

選せ
ん

、
次じ

点て
ん

受じ
ゅ

賞し
ょ
う

句く

は
次つ

ぎ

の
通と

お

り
（
敬け

い

称し
ょ
う

略り
ゃ
く

）。
佳か

作さ
く

以い

下か

は
後ご

日じ
つ

文ぶ
ん

芸げ
い

欄ら
ん

で
掲け

い

載さ
い

予よ

定て
い

。

【
芳よ

し

山や
ま

選せ
ん

】<

特と
く

選せ
ん>

豊ゆ
た

か

な
る
鄙ひ

な

の
暮く

ら
し
や
新し

ん

豆と
う

腐ふ

（
串く

し

間ま

い
つ
え
）、<

次じ

点て
ん>

新し
ん

豆と
う

腐ふ

み
ん
な
揃そ

ろ

ひ
し
日ひ

も
あ
り
て
（
小こ

斎さ
い

棹さ
お

子こ

）

【
村む

ら

上か
み

士し

郎ろ
う

選せ
ん

】<

特と
く

選せ
ん>

豊ゆ
た

か
な
る
鄙ひ

な

の
暮く

ら
し
や
新し

ん

豆と
う

腐ふ

（
串く

し

間ま

い
つ
え
）、<

次じ

点て
ん>

こ
の
地ち

球き
ゅ
う

皆み
な

の
ふ
る
さ

と
ク
ワ
レ
ズ
マ
（
浅あ

さ

海み

喜き

世よ

子こ

）
【
梅う

め

崎ざ
き

嘉よ
し

明あ
き

選せ
ん

】<

特と
く

選せ
ん>

和わ

語ご

に
ポ
語ご

相あ
い

和わ

す
世せ

界か
い

虚き
ょ

子し

忌き

か
な
（
西に

し

山や
ま

ひ
ろ
子こ

）、

<

次じ

点て
ん>

虚き
ょ

子し

祀ま
つ

る
我わ

れ

等ら

の

歴れ
き

史し

百ひ
ゃ
く

十じ
ゅ
う

年ね
ん

（
西に

し

森も
り

ゆ
り

え
）

【
小こ

斎さ
い

棹さ
お

子こ

選せ
ん

】<

特と
く

選せ
ん>

も
て
な
し
の
味み

噌そ

汁し
る

に
浮う

く

新し
ん

豆と
う

腐ふ

（
西に

し

谷た
に

律り
つ

子こ

）、<

次じ

点て
ん>

秋あ
き

の
山や

ま

ふ
も
と
の
湖う

み

の
名な

を
知し

ら
ず
（
西に

し

森も
り

ゆ
り

え
）

【
永な

が

田た

美み

智ち

子こ

選せ
ん

】<

特と
く

選せ
ん

>

平へ
い

成せ
い

も
果は

て
な
む
と
し
つ

　
「
喜き

多た

方か
た

ラ
ー
メ
ン
祭ま

つ

り
」

に
来き

た
ヴ
ィ
ト
ル
・
セ
ニ
シ

さ
ん
と
マ
ヤ
ラ
・
ホ
ン
ダ
さ

ん
（
本ほ

ん

文ぶ
ん

写し
ゃ

真し
ん

）
は
、
専せ

ん

門も
ん

店て
ん

「
あ
す
か
」
や
「
ラ
ー
メ

ン
和わ

」
に
も
足あ

し

を
運は

こ

ぶ
ラ
ー

メ
ン
好ず

き
カ
ッ
プ
ル
だ
。

　

今こ
ん

回か
い

の
感か

ん

想そ
う

を
聞き

く
と
、

セ
ニ
シ
さ
ん
は
「
あ
ま
り
好こ

の

み
じ
ゃ
な
い
」
と
辛か

ら

口く
ち

コ
メ
ン

ト
…
。
ラ
ー
メ
ン
人に

ん

気き

が
高た

か

ま
る
に
つ
れ
、
味あ

じ

に
こ
だ
わ
る

客き
ゃ
くが
増ふ

え
て
い
る
。

　

福ふ
く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
日に

本ほ
ん

製せ
い

の

袋ふ
く
ろ

ラ
ー
メ
ン
に
、
手て

間ま

を
か

け
た
鶏と

り

が
ら
出だ

汁し

や
チ
ャ
ー

シ
ュ
ー
な
ど
の
ト
ッ
ピ
ン
グ

を
加く

わ

え
て
３
０
レ
ア
ル
（
約や

く

９
０
０
円え

ん

）
で
勝

し
ょ
う

負ぶ

し
た
。

東と
う

洋よ
う

街が
い

で
１
０
レ
ア
ル
以い

内な
い

で
買か

え
る
袋ふ

く
ろ

ラ
ー
メ
ン
を
ベ
ー

ス
に
使つ

か

っ
て
い
る
こ
と
や
、
人に

ん

気き

店て
ん

「
あ
す
か
」
の
ラ
ー

メ
ン
が
２
０
レ
ア
ル
（
約や

く

６
０
０
円え

ん

）
ほ
ど
で
あ
る
こ

と
を
考か

ん
が

え
る
と
強つ

よ

気き

な
価か

格か
く

設せ
っ

定て
い

と
も
言い

え
る
。

　

３
０
０
人に

ん

来ら
い

場じ
ょ
う

だ
か
ら

十じ
ゅ
う

分ぶ
ん

に
立り

っ

派ぱ

だ
が
、
目も

く

標
ひ
ょ
う

は
１
千せ

ん

人に
ん

だ
っ
た
か
ら
課か

題だ
い

は
残の

こ

る
。
味あ

じ

を
追つ

い

求き
ゅ
うす
る
か
、

低て
い

価か

格か
く

か
、
別べ

つ

の
付ふ

加か

価か

値ち

を
加く

わ

え
る
か
。
県け

ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
で
は
も
う
ひ
と
工く

夫ふ
う

必ひ
つ

要よ
う

な
よ
う
だ
。　
　
　
　
（
陸
）

　
　
　
　
　

◎

　

俳は
い

人じ
ん

減げ
ん

少し
ょ
うが
囁さ

さ
や

か
れ
る
伯は

っ

国こ
く

俳は
い

句く

界か
い

だ
が
、
全ぜ

ん

伯ぱ
く

虚き
ょ

子し

忌き

大た
い

会か
い

で
は
若わ

か

者も
の

の
参さ

ん

加か

も

あ
っ
た
と
の
報ほ

う

告こ
く

が
あ
っ

た
。
１
１
位い

に
入

に
ゅ
う

賞し
ょ
うし
た
村む

ら

中な
か

大だ
い

樹じ
ゅ

さ
ん
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青せ

い

年ね
ん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
初は

つ

参さ
ん

加か

で
高こ

う

得と
く

点て
ん

を
獲か

く

得と
く

し
た
そ
う

だ
。
ま
た
中ち

ゅ

馬う
ま

さ
ん
は
、
参さ

ん

加か

者し
ゃ

を
増ふ

や
す
た
め
に
、
１

～
５
位い

ま
で
の
入

に
ゅ
う

賞し
ょ
う

者し
ゃ

に
ト

ロ
フ
ィ
ー
を
贈お

く

る
な
ど
景け

い

品ひ
ん

を
贈お

く

る
工く

夫ふ
う

も
し
た
そ
う
。

「
若わ

か

い
人ひ

と

が
増ふ

え
れ
ば
大た

い

会か
い

は
も
っ
と
楽た

の

し
く
な
る
。
や

り
が
い
も
で
て
、
歌う

た

作づ
く

り
に

も
力ち

か
ら

が
入は

い

る
」
と
若わ

か

者も
の

参さ
ん

加か

を
望の

ぞ

ん
だ
。
約や

く

１
０
０
人に

ん

も

ブ
ラ
ジ
ル
に
派は

遣け
ん

さ
れ
て
い

る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆み

な

さ
ん
、
当と

う

地ち

に
赴ふ

任に
ん

し

た
機き

会か
い

に
俳は

い

句く

を
始は

じ

め
て
み

て
は
ど
う
で
す
か
？

お
立た

ち
寄よ

り
に
期き

待た
い

の
声こ

え

続ぞ
く

々ぞ
く

眞ま

子こ

さ
ま
、
ブ
ラ
ジ
ル
ご
訪ほ

う

問も
ん

等な
ど

、
パ
タ
ー
ン
を
変か

え
て
試た

め

し
デ
ー
タ
を
取と

っ
た
。「
圧あ

つ

力り
ょ
く

釜が
ま

の
中な

か

で
２
段だ

ん

に
置お

い
て

煮に

て
も
上う

手ま

く
出で

来き

る
こ
と

や
、
紐ひ

も

で
縛し

ば

る
の
を
男だ

ん

性せ
い

の

力ち
か
らで
や
っ
た
方ほ

う

が
い
い
こ
と

等な
ど

が
分わ

か
っ
た
」
と
話は

な

す
。

　

武む

藤と
う

さ
ん
は
「
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り

に
向む

け
て
も
っ
と
お
い
し
い

ラ
ー
メ
ン
に
し
た
い
。
今こ

ん

回か
い

売う

れ
た
の
は
３
０
０
食し

ょ
く

ほ
ど

だ
っ
た
が
、
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
で
は

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
を
見み

据す

え
、
試し

行こ
う

錯さ
く

誤ご

喜き

多た

方か
た

ラ
ー
メ
ン
祭ま

つ

り

雨う

天て
ん

で
も
長ち

ょ
う

蛇だ

の
列れ

つ

、
７
０
０
人に

ん

文ぶ
ん

協き
ょ
う

秋あ
き

の
古ふ

る

本ほ
ん

市い
ち

３
日か

間か
ん

で
３
０
０
０
食し

ょ
く

を
売う

る
」
と
意い

気き

込ご

ん
だ
。
今こ

ん

後ご

は
日に

本ほ
ん

祭ま
つ
りを
想そ

う

定て
い

し
て
、
調

ち
ょ
う

理り

ブ
ー
ス
内な

い

の
導ど

う

線せ
ん

や
、
ス

タ
ッ
フ
の
役や

く

割わ
り

分ぶ
ん

担た
ん

を
検け

ん

討と
う

す
る
と
い
う
。

　

文ぶ
ん

協き
ょ
う

図と

書し
ょ

委い

員い
ん

会か
い

（
川か

わ

原ら

崎ざ
き

隆り
ゅ
う

一い
ち

郎ろ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う）
に
よ
る

『
秋あ

き

の
古ふ

る

本ほ
ん

市い
ち

』
が
１
５
日に

ち

、

文ぶ
ん

協き
ょ
うビ
ル
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
。

　

当と
う

日じ
つ

は
雨う

天て
ん

に
も
関か

か

わ

ら
ず
、
午ご

前ぜ
ん

９
時じ

の
開か

い

場
じ
ょ
う

前ま
え

か
ら
長

ち
ょ
う

蛇だ

の
列れ

つ

が
で
き

た
。
今こ

ん

回か
い

の
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

数す
う

は

約や
く

７
０
０
人に

ん

、
売う

上り
あ
げ

金き
ん

額が
く

は
１
万ま

ん

６
１
７
２
レ
と
な
っ

た
。
昨さ

く

年ね
ん

１
１
月が

つ

に
行お

こ

な
わ

れ
た
「
春は

る

の
古ふ

る

本ほ
ん

市い
ち

」
か
ら

来ら
い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

数す
う

は
約や

く

１
０
０
人に

ん

増ぞ
う

加か

。
売う

り

上あ

げ
は
全ぜ

ん

額が
く

、
文ぶ

ん

協
き
ょ
う

運う
ん

営え
い

費ひ

に
充あ

て
ら
れ
る
。

　

同ど
う

イ
ベ
ン
ト
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

は
非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

の
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

が
増ぞ

う

加か

し

て
い
る
こ
と
に
触ふ

れ
、「
文ぶ

ん

協き
ょ
うを
通と

お

し
て
、
日に

本ほ
ん

の
文ぶ

ん

化か

を
伝つ

た

え
る
催

も
よ
お
し

物も
の

に
な
っ
た
と

思お
も

わ
れ
る
」
と
コ
メ
ン
ト
を

寄よ

せ
た
。

７月
がつ

中
ちゅう

旬
じゅん

から約
やく

２週
しゅう

間
かん

か
（７） ２０１８年第４９８７号 	 ４月	２８日	（土曜日）

４
４
人に

ん

が
参さ

ん

加か

、
若わ

か

者も
の

も

入に
ゅ
う

賞し
ょ
う

者し
ゃ

に
ト
ロ
フィ
ー
贈ぞ

う

与よ

全
ぜん

伯
ぱく

虚
きょ

子
し

忌
き

大
たい

会
かい

パラグアイ日
に

本
ほん

人
じん

移
い

民
みん

８０周
しゅう

年
ねん

に臨
りん

席
せき

された眞
ま

子
こ

さま
（提

てい

供
きょう

・パラグアイ日
に

本
ほん

人
じん

会
かい

連
れん

合
ごう

会
かい

）

ラーメンを食
た

べる来
らい

場
じょう

者
しゃ

移
い

民
み ん

１１０周
しゅう

年
ね ん

古
ふる

本
ほん

市
いち

の様
よう

子
す

に
皇こ

う

族ぞ
く

が
お
立た

ち
寄よ

り
に
な

る
機き

会か
い

は
度た

び

々た
び

あ
っ
た
が
、
マ

ナ
ウ
ス
は
８
８
年ね

ん

以い

来ら
い

。「
眞ま

子こ

さ
ま
ご
訪ほ

う

問も
ん

が
実じ

つ

現げ
ん

す
れ

当
とう

日
じつ

の様
よう

子
す

虚き
ょ

子し

祀ま
つ

る
（
武た

け

田だ

知と
も

子こ

）、<

次じ

点て
ん>

老お

い
た
れ
ど
句く

心ご
こ
ろあ

せ
ず
椿ち

ん

寿じ
ゅ

の
忌き

（
林は

や
し

と
み
代よ

）

ば
、
実じ

つ

に
３
０
年ね

ん

振ぶ

り
。
最さ

い

近き
ん

、
領

り
ょ
う

事じ

が
慰い

霊れ
い

碑ひ

を
訪た

ず

ね

て
き
た
」
と
期き

待た
い

感か
ん

を
示し

め

し

つ
つ
、「
マ
ナ
ウ
ス
に
縁ゆ

か
り
あ
る

殿で
ん

下か

の
ご
長

ち
ょ
う

女じ
ょ

と
だ
け
あ
っ

て
、
今こ

ん

回か
い

は
是ぜ

非ひ

と
も
こ
ち

ら
で
歓か

ん

迎げ
い

し
た
い
」と
語か

た
っ
た
。

ま
す
」
と
胸む

ね

を
弾は

ず

ま
せ
、「
ご

滞た
い

在ざ
い

が
２
週

し
ゅ
う

間か
ん

ほ
ど
で
あ
れ

ば
、
聖せ

い

州し
ゅ
うに
も
３
、４
日か

と

余よ

裕ゆ
う

を
持も

っ
て
ご
滞た

い

在ざ
い

頂い
た
だき
、

サ
ン
ト
ス
に
も
足あ

し

を
運は

こ

ん
で

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１ 

０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

祭さ
い

典て
ん

委い

員い
ん

会か
い

の
菊き

く

地ち

義よ
し

治は
る

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うは
、「
非ひ

常じ
ょ
うに
良よ

い
知し

ら
せ
。
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

は
眞ま

子こ

さ
ま
を
大だ

い

歓か
ん

迎げ
い

し
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Líderes das Coreias do Norte e do 
Sul emitem declaração conjunta
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Cúpula Intercoreana (27/04/2018)

Sessenta e cinco anos após 
o fim das hostilidades, os lí-
deres das Coreias do Norte 
e do Sul afirmaram que vão 
tentar terminar, oficialmen-
te, a Guerra da Coreia.
O líder norte-coreano Kim 
Jong Un e o presidente 
sul-coreano Moon Jae-in 
emitiram uma declaração 

conjunta após um dia de 
conversações no vilarejo de 
trégua de Panmunjom na 
sexta-feira. Para estabelecer 
a paz permanente, eles afir-
maram que vão trabalhar 
com os Estados Unidos e a 
China este ano para trans-
formar um armistício em 
um tratado de paz.

Os líderes afirmaram tam-
bém que vão dedicar esfor-
ços para a desnuclearização 
completa da Península Co-
reana. Eles concordaram em 
evitar quaisquer atos de hos-
tilidade em ambiente terres-
tre, marítimo ou aéreo.
Funcionários de alto escalão 
do setor de defesa irão se 

O primeiro-ministro do Ja-
pão, Shinzo Abe, afirma que 
seu país, os Estados Unidos 
e a Coreia do Sul irão co-
operar estreitamente para 
que a Coreia do Norte tome 
medidas concretas para a re-

Os líderes do Partido Es-
perança e do Partido De-
mocrático, partidos da opo-
sição do Japão, reuniram-se 
na quinta-feira à noite e 
concordaram em formar um 
novo partido no dia 7 de 
maio. Yuichiro Tamaki e 
Kouhei Ohtsuka dizem que 
o novo partido será centrista 
e reformista, incorporando 
conservadores moderados e 
liberais. Se todos os 106 le-
gisladores dos dois partidos 
entrassem, o novo partido 
seria a maior força de oposi-
ção no Parlamento japonês. 
Contudo, alguns legislado-
res já deixaram claro que 
não vão fazer parte deste 
novo partido. Não se sabe 
ainda de que tamanho ele 
será. Hoje para o Comen-
tário, conversamos sobre 
os bastidores da formação 
deste novo partido e que im-
pacto ele terá sobre a polí-
tica nacional do Japão, com 
o comentarista Yoshimasa 
Adachi, da NHK.
Adachi diz: “Membros exe-
cutivos do Partido Esperan-
ça e do Partido Democrático 
dizem que querem oferecer 
aos eleitores uma alternativa 
viável ao governista Partido 

reunir regularmente e ofi-
ciais de alta patente devem 
se encontrar em maio.
Os líderes concordaram so-
bre a visita do presidente 
Moon Jae-in à Coreia do 
Norte no segundo semestre 
deste ano.

Coreia do Norte (26/04/2018)

Comentário (27/04/2018)

Japão, EUA e Coreia do Sul irão 
trabalhar juntos para que Coreia 
do Norte tome medidas concretas

Partidos da oposição do Japão 
vão formar nova legenda

solução de questões. Estas 
incluem o programa nuclear 
e de mísseis e os sequestros 
de cidadãos japoneses por 
Pyongyang.
Na quinta-feira, Abe partici-
pou de uma sessão intensiva 

Liberal Democrático. Con-
tudo, ainda não está claro 
se este novo partido será a 
maior legenda da oposição, 
já que alguns legisladores 
disseram que não vão se 
juntar a ele. O ex-ministro 
do Meio Ambiente, Goshi 
Hosono, por exemplo, que 
foi um dos fundadores do 
Partido Esperança, disse que 
vai ficar fora. Yuriko Koi-
ke, governadora de Tóquio, 
que também desempenhou 
um papel central na forma-
ção do Esperança, disse ser 
lamentável que seu partido 
termine dessa maneira. Isto 
significa que o novo partido 
ficará completamente livre 
da influência de Koike.
Enquanto isso, o ex-vice
-primeiro-ministro, Katsuya 
Okada, do Partido Demo-
crático, está hesitando para 
entrar no novo partido. Mui-
tos dos membros do Parti-
do Democrático na Câmara 
Baixa não vão entrar. Por 
outro lado, alguns membros 
do mesmo partido na Câma-
ra Alta, que têm tendências 
liberais, estão planejando ir 
para o Partido Democrático 
Constitucional, ou então tor-
narem-se independentes.

de um comitê orçamentário 
da Câmara Baixa do Parla-
mento. Os principais par-
tidos de oposição não es-
tavam presentes. O premiê 
falou acerca de seu encontro 
com o presidente dos Esta-

Mas então, por que os lí-
deres de dois partidos que 
já existiam decidiram lan-
çar uma nova legenda? Um 
dos motivos é a intenção de 
ressuscitar o antigo Partido 
Democrata do Japão, atual-
mente desativado. A Ren-
go, importante federação 
de sindicatos trabalhistas do 
Japão, também compartilha 
dessa esperança, já que era 
um dos principais apoiado-
res do Partido Democrata do 
Japão. A Rengo vai realizar 
um evento para o Primeiro 
de Maio no dia 28 de abril. 
Um plano para a formação 
de um novo partido deveria 
ter sido apresentado antes 
daquele evento anual se qui-
sesse ter o apoio da Rengo.
O segundo motivo é que 
membros de baixo escalão 
dos dois partidos estão pre-
ocupados sobre maus resul-
tados na próxima eleição, se 
permanecerem divididos. 
Eles estão de olho em elei-
ções regionais unificadas 
em abril do ano que vem e a 
eleição para a Câmara Alta, 
mais tarde em 2019.
Com certeza a formação de 
um novo partido terá um 
certo impacto na política na-

O primeiro-ministro do 
Japão, Shinzo Abe, elogiou 
a cúpula intercoreana, con-
siderando-a como um ato 
positivo.
Abe disse à imprensa, na 
sexta-feira, que o presiden-
te sul-coreano Moon Jae-in 

e o líder norte-coreano Kim 
Jong Un discutiram seria-
mente a desnuclearização 
da Coreia do Norte, entre 
outras questões.
Ele afirmou que considera 
tais discussões um passo 
positivo rumo à resolução 

abrangente de várias ques-
tões pendentes envolven-
do a Coreia do Norte. Ele 
acrescentou que gostaria de 
elogiar os esforços do go-
verno sul-coreano para a re-
alização da cúpula histórica.
O premiê japonês pediu 

Premiê japonês elogia cúpula 
intercoreana

Cúpula Intercoreana (27/04/2018)

também à Coreia do Norte 
que adote ações específicas 
por meio da planejada reu-
nião de cúpula com os Es-
tados Unidos. Ele disse que 
irá acompanhar de perto a 
ação de Pyongyang daqui 
para frente.

O gabinete do governo 
japonês aprovou, na sexta-
feira, um projeto de lei que 
regulamenta a operação de 
cassinos. A legislação pro-
posta serve de base para a 
abertura de “resorts integra-
dos”, que incluem cassinos.
O projeto de lei irá permitir, 
inicialmente, que resorts se-
jam construídos em 3 áreas 
designadas, as quais devem 
ser revisadas após 7 anos. 
A legislação exige também 
que operadoras de cassino 
destinem 30 por cento de 
seus lucros aos cofres pú-

Operação de Cassinos  (27/04/2018)

Governo japonês 
aprova projeto de 
lei que regulamenta 
operação de cassinos

blicos.
Moradores do Japão te-
riam que pagam 6 mil 
ienes, ou cerca de 55 
dólares, para entrar em 
um cassino. As pessoas 
poderão visitar cassinos 
até 3 vezes por semana, e 
no máximo, 10 vezes em 
um período de 4 sema-
nas. As determinações 
têm como objetivo evitar 
vícios nos jogos.
O governo japonês es-
pera obter a aprovação 
da legislação pelo Par-
lamento durante a atual 
sessão.

dos Unidos, Donald Trump, 
ainda este mês.
Shinzo Abe declarou que 
não faz sentido conversar 
com Pyongyang somente 
por conversar, além de dizer 
que a Coreia do Norte não 
deveria ser recompensada 
somente por ter concorda-
do em dialogar. O premiê 
ressaltou a necessidade da 
comunidade internacional 
manter seu compromisso de 
aplicar o máximo de pressão 
sobre Pyongyang até que 
medidas concretas sejam to-
madas.

cional. Agora a coalizão go-
vernista tem grande maioria 
nas duas câmaras do parla-
mento, e o governo do pri-
meiro-ministro Shinzo Abe 
conseguiu lidar com várias 
questões através da coope-
ração do Nippon Ishin, um 
pequeno partido de oposi-
ção. O Partido Esperança 
foi formado por Koike, ex-
membro do Partido Liberal 
Democrático, e tem alguns 
membros conservadores. 
Alguns membros da coali-
zão governista esperavam 
que o Partido Esperança os 
apoiasse nos debates sobre 
a emenda da Constituição 
e outras questões. Agora a 
taxa de aprovação do gover-
no de Abe está caindo. Se 
membros conservadores sa-
írem do Partido Esperança e 
um novo partido for forma-
do pelos membros restantes, 
ele provavelmente adotará 
uma postura mais agressiva 
contra o governo. Segundo 
observadores, se isso acon-
tecer o primeiro-ministro 
Abe terá de enfrentar mais 
obstáculos na liderança do 
governo.”
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